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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【会員への連絡のEメール化を推進】…２面／
食の新旧街道を行く【「鯖街道お膝元の味⑩」福井県高浜の焼き鯖ちらしずし】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

45
（±0）

24
（+4）

11
（−4）

2
（+1）

82
（+1）

交通事故死者数（人）

5月31日現在 6月14日現在

996
（−159）

1,102
（−163）

全国の死亡
事故件数

973
（−161）

令和３年５月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年２月 99.11 89.84 98.83
令和３年３月 104.19 95.48 103.81
令和３年４月 105.14 95.64 104.33

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

２
・
３

ニュースターミナル
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 「東京2020大会」開催間近！
第4回 大会期間中の「高速道路
における交通規制」の確認を！

7
国交省「事業用自動車事故調
査報告書」
・�事業用トラックの交通事故要因
分析と再発防止策

6
特集「標準的な運賃」

普及推進運動展開中！②
・�会員事業者による取り組み事
例の紹介

4・5
特集「標準的な運賃」

普及推進運動展開中！①
・�パンフレット『今すぐわかる標
準的な運賃』など届出支援ツー
ルの紹介

　

同
懇
談
会
に
は
︑
全
ト
協

を
は
じ
め
と
し
た
運
輸
・
交

通
な
ら
び
に
国
土

・
建
設
関
係
団
体

協
議
会
加
盟
団
体

代
表
者
が
出
席
︒

例
年
は
自
民
党
国

会
議
員
と
の
懇
親

の
場
と
な
っ
て
い

た
が
︑
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え

て
︑
出
席
者
に
対

し
て
自
民
党
の
重

点
施
策
を
説
明
す

る
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
︒

　

講
演
会
（
２
部

構
成
）
で
は
︑
ま

ず
第
１
部
と
し

て
︑
下
村
博
文
政

務
調
査
会
長
が

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

現
状
と
今
後
﹂
と

題
し
て
講
演
を
実

施
︒
ま
た
︑
第
２

部
で
は
︑
小
此
木

八
郎
国
土
強
靭
化

担
当
大
臣
が
﹁
国

土
強
靭
化
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
︒

　

講
演
を
受
け
て

の
質
疑
応
答
で

は
︑
坂
本
会
長
が

冒
頭
に
質
問
に
立

ち
︑﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
が
一
向

に
収
束
せ
ず
︑
度
重
な
る
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
︑
わ
が

国
の
経
済
と
国
民
生
活
を
支

え
て
い
る
交
通
・
運
輸
産
業

は
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
﹂
と
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
︑
タ

ク
シ
ー
︑
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
窮
状
を
説
明
︒
そ

の
上
で
︑
雇
用
調
整
助
成
金

に
つ
い
て
︑﹁
業
界
か
ら
の
要

望
が
受
け
入
れ
ら
れ
︑
雇
用

調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
に

つ
い
て
７
月
末
ま
で
延
長
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
︑
日
本

経
済
や
国
民
生
活
を
支
え
て

い
る
交
通
・
運
輸
産
業
は
今

や
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
お

り
︑
制
度
を
最
大
限
活
用
し

て
従
業
員
の
雇
用
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
︑
年
内
い

っ
ぱ
い
ま
で
延
長
し
て
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
述
べ
︑
緊
急

事
態
宣
言
下
で
も
社
会
の
安

定
維
持
の
観
点
か
ら
事
業
を

継
続
す
る
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
一
層
の
支

援
を
求
め
た
︒

　

ま
た
︑﹁
補
助
金
や
助
成

金
の
制
度
が
あ
っ
て
も
︑
中

自
民
党
幹
部
に
対
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
更
な
る
支
援
を
要
請
」

自
民
党
幹
部
に
対
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
更
な
る
支
援
を
要
請
」

「
陸
・
海
・
空
の
公
共
交
通
機
関
に
対
す
る
支
援
強
化
」
も
強
く
訴
え

「
陸
・
海
・
空
の
公
共
交
通
機
関
に
対
す
る
支
援
強
化
」
も
強
く
訴
え

小
・
零
細
事
業
者
ま
で
に
は

な
か
な
か
た
ど
り
つ
か
な
い

の
が
現
状
﹂
と
指
摘
し
て
︑

制
度
の
弾
力
的
な
運
用
を
求

め
た
︒

　

さ
ら
に
︑
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
時
代
を
見
据
え
て
︑﹁
コ

ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
た
そ
の
時
に

交
通
・
運
輸
産
業
が
存
続
し

て
い
な
か
っ
た
ら
こ
の
社
会

は
崩
壊
し
て
し
ま
う
︒
特
に
︑

地
方
に
お
い
て
交
通
・
運
輸

産
業
の
存
在
は
極
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
り
︑
地
域
の
生

活
と
経
済
を
根
本
か
ら
支
え

て
い
る
︒
交
通
政
策
基
本
法

の
精
神
に
基
づ
き
︑
陸
・
海

・
空
の
公
共
交
通
機
関
を
支

え
る
た
め
︑
財
政
措
置
の
よ

う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
訴
え
︑
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
交
通
・

運
輸
産
業
へ
の
経
営
支
援
を

要
請
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
第
１
９
０
回
理
事
会
を

書
面
に
て
開
催
し
︑
６
月
24

日
に
開
催
さ
れ
る
第
98
回
通

常
総
会
へ
の
上
程
議
案
を
承

認
し
た
︒

　

本
理
事
会
は
６
月
３
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

書
面
議
決
書
形
式
で
の
開
催

に
変
更
︒
代
表
理
事
で
あ
る

坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
が
理
事
お
よ
び
監

事
の
全
員
に
対
し
て
︑
理
事

会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事

項
に
関
す
る
提
案
書
を
発

送
︒
同
提
案
に
つ
い
て
︑
理

事
全
員
か
ら
同
意
す
る
旨
の

意
思
表
示
を
文
書
で
得
た
ほ

か
︑
監
事
か
ら
は
文
書
に
よ

り
異
議
が
な
い
旨
の
意
思
表

示
を
得
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

全
ト
協
の
定
款
に
基
づ
き
︑

同
提
案
を
承
認
可
決
す
る
旨

の
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
︒

　

理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
す
る
と
み
な
さ
れ
た

事
項
は
︑
①
会
員
の
代
表
者

変
更
（
案
）︑
②
令
和
２
年

度
事
業
報
告
書
（
案
）︑
③

２
年
度
計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
（
案
）︑
正
味
財
産
増

減
計
算
書
（
案
）
お
よ
び
収

支
計
算
書
（
案
））
等
︑
④

第
98
回
通
常
総
会
の
招
集
︑

⑤
第
26
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
会
の
開
催
概
要

（
案
）
な
ら
び
に
次
年
度
開

催
ブ
ロ
ッ
ク
（
案
）︑
⑥
鹿
児

島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

売
却
（
案
）︑
⑦
４
年
度
ト

ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る

要
望
書
（
案
）
︱
︱
で
︑
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
︒

　
『
広
報
と
ら
っ
く
』
は
６
月
１
日
か
ら
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
新
号
の
紙
面
は
も
ち
ろ
ん
、
平
成
28
（
２
０
１

６
）
年
度
か
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
︑
同
会
に
参
加
し
た

（
一
社
）
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一

朗
会
長
は
︑
坂
本
会
長
の
発

言
に
対
し
て
︑﹁
坂
本
克
己

全
ト
協
会
長
に
は
︑
交
通
・

運
輸
産
業
の
現
状
と
現
場
の

声
を
自
民
党
幹
部
の
皆
様
に

し
っ
か
り
と
届
け
て
い
た
だ

い
た
︒
陸
・
海
・
空
の
交
通

機
関
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

窮
状
を
︑﹃
公
共
交
通
の
基

盤
を
守
る
﹄
と
い
う
観
点
か

ら
大
き
く
捉
え
て
理
路
整
然

と
訴
え
ら
れ
た
︒
坂
本
会
長

の
ご
発
言
を
お
聞
き
し
て
︑

タ
ク
シ
ー
協
会
の
会
長
と
し

て
の
立
場
だ
け
で
な
く
︑
１

人
の
聴
衆
と
し
て
も
感
銘
を

受
け
た
︒
坂
本
会
長
の
訴
え

た
内
容
は
︑
自
民
党
幹
部
の

先
生
方
の
胸
に
刺
さ
っ
た
と

確
信
し
て
い
る
﹂
と
コ
メ
ン

ト
し
た
︒

交通・運輸産業の活躍に国の支えが必要交通・運輸産業の活躍に国の支えが必要
坂本克己会長が自民党「各種団体協議会懇談会」に出席坂本克己会長が自民党「各種団体協議会懇談会」に出席

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
は
︑
５
月
31
日
に
自
由
民
主
党
本

部
で
開
催
さ
れ
た
﹁
各
種
団
体
協
議
会
懇
談
会
﹂
に
出
席
し
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

は
じ
め
と
す
る
交
通
・
運
輸
産
業
の
現
状
を
訴
え
た
上
で
︑
支
援
強
化
を
強
く

要
望
し
た
︒

　

同
懇
談
会
に
は
︑
二
階
俊
博
幹
事
長
を
は
じ
め
︑
小
野
寺
五
典
組
織
運
動
本

部
長
や
林
幹
雄
幹
事
長
代
理
︑
谷
公
一
団
体
総
局
長
な
ど
の
自
民
党
役
員
が
出

席
し
︑
坂
本
会
長
の
力
強
い
訴
え
に
耳
を
傾
け
た
︒

坂本克己全ト協会長

自民党の「各種団体協議会懇談会」（5月31日、自由民主党本部）であいさつする二階俊博幹事長（左から3人目）。谷公一団体総局長（同1人目）、
小野寺五典組織運動本部長（同2人目）、下村博文政務調査会長（右から1人目）も列席した。

川鍋　一朗
全タク連会長

通
常
総
会
へ
の
上
程
議
案
を
承
認

通
常
総
会
へ
の
上
程
議
案
を
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
書
面
に
て
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
書
面
に
て
開
催

全
ト
協　

第
１
９
０
回
理
事
会

「
雇
調
金
特
例
措
置
の
延
長
」
や
「
公
共
交
通
機
関
支
え
る
財
政
措
置
」
な
ど

「
雇
調
金
特
例
措
置
の
延
長
」
や
「
公
共
交
通
機
関
支
え
る
財
政
措
置
」
な
ど

機
関
紙
『
広
報
と
ら
っ
く
』
が

機
関
紙
『
広
報
と
ら
っ
く
』
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
し
た
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

大
手
企
業
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
進
し
て
い
る
︒
だ
が
︑﹁
業

界
の
現
状
は
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
始

め
よ
う
と
い
っ
た
段
階
﹂
だ
︒
地

方
ト
協
や
支
部
の
課
題
と
し
て
︑

﹁
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
っ
て
い
る

会
員
へ
の
各
種
案
内
な
ど
を
Ｅ
メ

ー
ル
化
し
た
い
﹂
と
い
う
声
を
各

地
で
聞
く
︒こ
れ
は
協
会（
支
部
）

の
都
合
ば
か
り
で
は
な
い
︒
荷
主

企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
で
﹁
受
発
注
は
も

ち
ろ
ん
︑
事
業
者
の
請
求
書
発
行

も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
︒
そ
れ

ら
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
取
引
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
﹂︒

し
た
が
っ
て
︑
協
会
（
支
部
）
か

ら
の
連
絡
の
Ｅ
メ
ー
ル
化
は
デ
ジ

タ
ル
化
の
第
１
歩
で
あ
り
︑
会
員

の
た
め
で
も
あ
る
の
だ
︒

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支

部
で
は
︑
Ｅ
メ
ー
ル
化
が
進
ん
で

い
る
︒
支
部
会
員
数
は

５
５
３
社
で
規
模
が
大

き
い
︒
そ
の
う
ち
Ｅ
メ

ー
ル
登
録
は
４
２
３
社

で
登
録
率
は
76
・
５
％

に
上
る
︒
現
在
は
Ｅ
メ

ー
ル
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
併
用

を
基
本
に
︑
一
部
は
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
（
民
間
事

業
者
の
メ
ー
ル
便
︑
日

本
郵
便
の
メ
ー
ル
便
︑
普
通
の

郵
便
）
も
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
は
﹁
大
き
さ
や
重

さ
な
ど
か
ら
低
コ
ス
ト
の
方
法

を
使
い
分
け
る
﹂（
信
書
該
当

は
郵
便
）︒

　

同
支
部
は
︑
11
年
前
に
﹁
こ

れ
か
ら
は
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
が

必
要
﹂
と
Ｅ
メ

ー
ル
へ
の
移
行

を
打
ち
出
し
た
︒

支
部
で
は
会
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
︒

事
務
局
か
ら
ア

ド
レ
ス
登
録
を

お
願
い
す
る
と

と
も
に
︑
地
区

（
７
地
区
）
ご

と
に
︑﹁
地
区
の

会
合
の
時
の
挨

拶
の
中
で
働
き

か
け
て
も
ら
う
﹂

な
ど
の
取
り
組

み
を
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
２
年

目
で
登
録
率
が
60
・
１
％
に
な

っ
た
︒

　

未
登
録
の
理
由
は
︑
①
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

な
い
︑
②
メ
ー
ル
で
の
連
絡
は

必
要
な
い
︑
③
担
当
者
が
い
な

い
︑
な
ど
︒
一
方
︑
登
録
会
員
の

課
題
は
︑
①
情
報
が
担
当
者
ど
ま

り
に
な
っ
て
い
る
︑
②
異
動
・
退

職
時
の
後
任
が
い
な
い
︑
③
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）と
の
連

動
性
が
な
か
っ
た
︑
な
ど
だ
︒

　

支
部
で
は
新
規
会
員
の
入
会
時

な
ど
︑
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
登
録
を

促
し
て
き
た
︒﹁
名
刺
交
換
の
時

に
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
有
無
を
確
認
し

て
登
録
を
促
す
﹂︒
支
部
Ｈ
Ｐ
の

更
新
時
に
は
︑
自
動
的
に
メ
ー
ル

を
配
信
し
︑
情
報
伝
達
や
周
知
の

漏
れ
を
減
ら
す
︒
登
録
ミ
ス
や
無

効
ア
ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ
た
場
合

は
︑
届
か
な
か
っ
た
旨
が
支
部
事

務
局
に
通
知
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

し
た
︒
１
社
で
複
数
人
の
登
録
を

可
能
に
し
︑
支
部
か
ら
の
連
絡
事

項
な
ど
が
管
理
職
間
で
同
時
に
共

有
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
い
る
︒

　

今
年
度
は
登
録
率
１
０
０
％
を

目
標
に
掲
げ
た
︒﹁
大
企
業
な
ど

で
は
Ｄ
Ｘ
化
が
進
ん
で
い
る
が
︑

中
小
企
業
に
何
が
で
き
る
の
か
︒

現
実
を
み
る
と
情
報
化
ぐ
ら
い
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
﹂︒
メ
ー

ル
対
応
が
困
難
な
会
員
へ
の
支
援

策
も
検
討
︒
さ
ら
に
︑﹁
支
部
Ｈ

Ｐ
で
有
意
義
な
情
報
を
発
信
し

て
︑
会
員
に
Ｐ
Ｃ
の
普
及
も
促
し

て
い
く
﹂
と
い
う
︒

第
280
回

会員への連絡のEメール化を推進

～進路変更・転回編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 �進路変更をすると、後続車が急ブレーキや急ハンドルで危険を回避しなけれ
ばならないような場合には、進路変更をしてはならない。 （ ○・× ）

❷	 �車両通行帯が黄色の実線であっても、追越しをする場合であれば、この線を
こえて進路変更をすることができる。（ ○・× ）

❸	 �車両通行帯が黄色の実線であっても、緊急自動車に進路を譲るとき、道路工
事等でその車両通行帯が通行できないときは、この線をこえて進路変更をす
ることができる。（ ○・× ）

❹	 �転回禁止の標識や標示のある場所での後退は禁止されていない。（ ○・× ）

❺	 �転回や同一方向に進行しながら進路を変えるときの合図は、いずれもその行
為をしようとする3秒前に出さなくてはならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

環境にやさしい運転を行おう
〔第106回〕

　６月は「環境月間」です。公共の財産である道路を使用し
て事業を行う運送事業者やトラックドライバーにとっても、
環境保全は欠かすことができません。業界を挙げて、地球に
やさしい輸送の実現に向け「エコドライブ」に取り組みましょ
う。

●メリットの大きいエコドライブ

Ａさん「６月は『環境月間』だよ。平成３年度から６月の1か月
間を『環境月間』として、環境保全の重要性を認識し
て意識を高めるために、様々な行事が行われている
んだ。環境月間の今月は、環境のことについて少し考
えてみよう」

Ｂさん「分かったよ。それでどんなことがあるのかな」
Ａさん「環境保全に関して、僕たちトラック運送業界では『エ

コドライブの実践』を重要な取り組み課題として推
進しているんだ。環境に配慮した穏やかな運転、つま
りエコドライブをすることで、地球温暖化や大気汚
染の防止等、燃料・資材等のコスト削減、そして、
日々、現場で輸送業務にあたっているドライバーに
は、事故防止に繋がることが大きなメリットなんだ。
地球環境はもちろん、経営改善、そして事故防止に繋
がるなんて、なんだかワクワクしないかい」

Ｂさん「そうだね。具体的にどんなことをすればよいのか
な」

●事故防止につながるエコドライブ

Ａさん「現場で運転している僕たちドライバーに、参考になり
そうなものをいくつか紹介するよ。まず、車をスター
トさせる時に急発進、急加速をすると、燃費が著しく
悪くなる。なので、ゆっくり加速して、早めのシフト
アップを心がけること。最初の５秒間で時速20㎞を
目安とするといいよ」

Ｂさん「普段から急発進や急加速には気をつけているけれ
ど、今度チェックしてみるよ。早めのギアチェンジ
は、低速ギアでスピードを上げると回転数が高くなっ
て、燃費が悪くなるからかな」

Ａさん「そのとおり。続いて、予知運転と定速走行の実践。車
は停止して、発進する時に多くの燃料を使う。だか
ら、停止・発進をなるべく繰り返さないために、先を
見越した運転をしようというのが予知運転のポイン
トだ。予知運転は、信号や交通の状況を予測しなが
ら運転することで、事故防止の効果も期待できる。ま
た、加減速を繰り返すことも燃費の悪化に繋がるか
ら、なるべく一定の速度で走行するように心がけてほ
しいね」

Ｂさん「交通状況を予測しながらの運転は、安全運転の基本
だし、これを踏まえて定速運転を心がけると、一層環
境にも事故防止にも効果のある運転ができそうだ
ね。後輩にも実践を呼びかけよう」

Ａさん「この他にも、Ｂさんが実践していることはあるかな」
Ｂさん「あとはエンジンブレーキを活用することと、余計なア

イドリングをしないことかな」
Ａさん「さすがはＢさん。普段からエコドライブにつながる運

転をやっているんだね。この他にも具体的なエコドラ
イブの方法は、『エコドライブ10のすすめ』など、い
ろいろなところに出ているから参考にしてね」

●車内ゴミのポイ捨ては厳禁

Ｂさん「あと、直接エコドライブとは関係がないけれど、車内
ゴミのポイ捨てもなくさないとね」

Ａさん「そうだね。いまだに心ないドライバーによる車内ゴミ
のポイ捨てがみられる。車内ゴミのポイ捨ては、沿道
住民に大きな迷惑がかかるだけでなく、僕たちトラッ
ク運送業界の全体のイメージも悪化させる悪質な行
為だよ。『ゴミのポイ捨ては絶対にしないこと』と、
『ゴミは事業所に持ち帰ること』、少なくともこの２
つは徹底してほしいな」

Ｂさん「そうだね。環境月間の今月も、エコドライブの実践と
ゴミのポイ捨て防止をみんなで取り組んで、安心・安
全なトラック輸送を目指そう」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

６
月
10
日
︑
全
日
本
運
輸
産

業
労
働
組
合
連
合
会
（
運
輸

労
連
）
か
ら
︑﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
関

す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
か

ら
の
要
請
書
﹂
を
受
け
取
っ

た
︒

　

運
輸
労
連
か
ら
は
︑
難
波

淳
介
中
央
執
行
委
員
長
が
全

ト
協
を
訪
れ
︑
桝
野
龍
二
全

ト
協
理
事
長
が
対
応
︒
難
波

中
央
執
行
委
員
長
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
輸
産
業
は
国
民
生
活

や
生
命
に
か
か
わ
る
物
資
の

輸
送
を
担
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
り
︑
物
流
崩
壊
に
よ
る

国
民
生
活
・
経
済
の
破
綻
を

惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
者
の
心
身
両
面
で
の

健
康
や
生
活
の
安
定
が
必
要

不
可
欠
と
指
摘
︒
そ
の
上
で
︑

①
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
協
力
︑

②
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
の
衛

生
用
品
の
確
保
お
よ
び
感
染

予
防
等
︑
③
ト
ラ
ッ
ク
運
輸

産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
︑
④
道
路
施
設

等
の
環
境
整
備
︱
︱
の
４
点

に
つ
い
て
要
望
し
︑
桝
野
理

事
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

「
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
受
診
さ
せ
て
い
ま
す
か
？
」

今
号
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

同
封

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
の
受
診
を
促
す
た
め
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
写
真
）
を
作

成
し
︑
今
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
に
同
封
し
て
い
る
︒

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
は
︑
居
眠
り

運
転
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
上
︑
治
療
を
せ
ず
に
放
置

す
る
と
命
に
か
か
わ
る
合
併

症
（
高
血
圧
︑
狭
心
症
︑
心

筋
梗
塞
︑
脳
梗
塞
等
）
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
︒

ま
た
︑
こ
れ
ら
の
疾
病
は
︑

運
転
中
の
突
然
死
に
も
繋
が

る
健
康
起
因
事
故
の
主
原
因

と
な
っ
て
お
り
︑
運
送
事
業

者
に
は
︑
自
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
す
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
早
期

発
見
・
治
療
が
求
め
ら
れ
て

く
る
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
︑

全
ト
協
が
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
通
じ
て
実
施
し
て

い
る
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
受
診
費
用
に
対
す

る
助
成
制
度
を
紹
介
︒
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
同
制
度

を
活
用
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
受
診
さ
せ
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

９
月
は
「
点
検
整
備
推
進

運
動
」
強
化
月
間

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点

検
の
確
実
な
実
施
等
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
１
年
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
お
け
る
点
検
整
備
推
進

運
動
﹂
に
つ
い
て
︑
９
月
１

日
㈬
~
30
日
㈭
の
１
か
月
間

を
全
国
統
一
の
﹁
自
動
車
点

検
整
備
推
進
運
動
強
化
月

間
﹂
と
定
め
︑
同
運
動
を
展

開
す
る
︒

　

日
常
点
検
︑
定
期
点
検
な

ど
に
よ
る
点
検
・
整
備
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
の
︑
そ
の
実
施
状
況
は

必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え

ず
︑
ま
た
平
成
30
年
10
月
１

日
に
は
︑
車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
等
が
新
た
に
３
か
月
ご

と
の
定
期
点
検
項
目
に
追
加

さ
れ
る
な
ど
︑
不
正
改
造
の

防
止
と
と
も
に
︑
確
実
な
点

検
整
備
の
実
施
を
徹
底
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
近
年
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
（
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
）
の
車
輪
脱
落
事
故
が
急

増
し
て
お
り
︑
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点
検
の
確

実
な
実
施
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
①
大
型
自

動
車
に
関
す
る
適
切
な
点
検

・
整
備
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
の
啓
発
（
表
「
重
点
点
検

項
目
」）︑
②
黒
煙
濃
度
に
影

響
を
及
ぼ
す
部
品
等
の
自
主

点
検
・
整
備
の
実
施
に
関
す

る
啓
発
︑
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
黒
煙

除
去
フ
ィ
ル
タ
）
等
の
後
処

理
装
置
付
き
車
の
正
し
い
使

用
方
法
に
関
す
る
啓
発
︱
︱

の
３
つ
を﹁
重
点
実
施
項
目
﹂

と
定
め
︑
全
国
的
に
運
動
を

展
開
す
る
︒

　

な
お
︑
車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を

50
台
以
上
保
有
す
る
事
業
者

に
対
し
て
は
︑
９
月
~
11
月

の
３
か
月
間
（
重
点
点
検
期

間
）
に
︑﹁
重
点
点
検
項
目
﹂

の
点
検
結
果
を
各
運
輸
支
局

等
に
報
告
す
る
ほ
か
︑
事
業

者
が
保
有
す
る
全
て
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
︑
法
定

点
検
時
期
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
に
１
回
以
上
︑
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
重
点

点
検
を
実
施
し
︑
点
検
結
果

を
各
運
輸
支
局
等
に
報
告
す

る
必
要
が
あ
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
・
利
活
用
を
呼
び
か
け

10
月
か
ら
は
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
も
可
能
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
積

極
的
な
取
得
と
︑
健
康
保
険

証
の
利
用
申
し
込
み
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
（
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
）
は
︑
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
や
デ
ー
タ
の

正
確
性
確
保
の
観
点
か
ら
︑

一
部
医
療
機
関
等
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
プ
レ
運
用
を

継
続
し
た
上
で
︑
遅
く
と
も

10
月
か
ら
の
本
格
運
用
開
始

が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
で
︑
健
康
保
険
組
合

等
の
医
療
保
険
に
係
る
事
務

の
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
る
︒

ま
た
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
︑従
業
員
に
と
っ
て
も
︑

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得
や
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
る

確
定
申
告
で
利
用
で
き
る
な

ど
︑
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
カ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
今
後
は
運
転
免
許

証
と
の
一
体
化
も
検
討
さ
れ

て
お
り
︑
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ら

に
拡
大
し
て
い
く
予
定
︒

　

な
お
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
ト
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

テ
ロ
対
策
の
徹
底
を
会
員

事
業
者
に
呼
び
か
け

来
月
か
ら
の

オ
リ
パ
ラ
開
催
を
前
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
７
月
23
日
か
ら
９
都
道

府
県
で
﹁
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
﹂
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
︑
会
員
事
業

者
に
対
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
お
け
る
輸
送
の
安
全

確
保
と
テ
ロ
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

東
京
大
会
を
め
ぐ
っ
て
は
︑

過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
に
伴
い
サ
イ
バ
ー
攻
撃

が
発
生
し
た
こ
と
︑
我
が
国

に
対
す
る
国
際
テ
ロ
の
脅
威

が
継
続
し
て
い
る
こ
と
︑
小

型
無
人
機
に
よ
る
妨
害
行
為

等
の
新
た
な
脅
威
へ
の
対
応

も
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
︑
警
察
庁
が
国
土
交

通
省
を
通
じ
て
要
請
︒
同
庁

で
は
﹁
対
策
に
万
全
を
期
す

る
必
要
が
あ
る
﹂
と
し
て
︑

全
ト
協
に
対
し
て
協
力
を
求

め
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
テ
ロ
防
止

の
観
点
か
ら
︑
会
員
事
業
者

に
対
し
て
対
応
策
（
表
）
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

「
災
害
対
策
基
本
法
」
一
部

改
正
に
合
わ
せ
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
改
訂

異
常
気
象
時
の
活
用
を

呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
異
常
気
象

時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
﹂

啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
改

訂
を
行
い
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
令
和
２

年
２
月
に
︑
台
風
等
に
よ
る

異
常
気
象
時
下
に
お
け
る
輸

送
の
安
全
確
保
を
目
的
に
︑

異
常
気
象
時
下
に
お
け
る
運

行
の
可
否
決
定
等
の
判
断
に

か
か
る
目
安
を
定
め
︑公
表
︒

そ
れ
を
受
け
て
全
ト
協
で

は
︑
異
常
気
象
時
に
荷
主
か

ら
無
理
な
運
行
を
強
い
ら
れ

た
場
合
の
対
応
や
︑
道
路
や

気
象
情
報
の
入
手
先
等
を
幅

広
く
例
示
し
た
会
員
事
業
者

向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
た
︒

　

今
回
の
改
訂
で
は
︑
今
年

５
月
に
一
部
改
正
さ
れ
た
災

害
対
策
基
本
法
の
内
容
を
反

映
し
た
ほ
か
︑
国
交
省
が
設

置
し
て
い
る
﹁
意
見
募
集
窓

口
﹂
の
リ
ン
ク
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

変
更
を
反
映
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
て
︑
異
常
気
象
の
際

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命
と
大
切

な
荷
物
を
守
る
た
め
に
︑
同

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
︑全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

﹁
気
象
・
道
路
交
通
情
報
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

（
６
月
15
日
〜
30
日
）

▽
６
月
18
日

・
令
和
３
年
度
第
１
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
６
月
24
日

・
第
98
回
通
常
総
会

・
第
１
９
１
回
理
事
会

▽
６
月
29
日

・
第
16
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧

ガ
ス
部
会

８
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

鹿
児
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

鹿
児
島
Ｔ
Ｓ
（
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
西
別
府
町
）
は
８
月
31
日
㈫

17
時
を
も
っ
て
閉
鎖
い
た
し
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
︒

駐
車
場
利
用
台
数
を
約
25
台
に
制
限

奈
良
・
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
駐
車
場
ラ

イ
ン
引
き
工
事
の
た
め
︑
６
月
21
日

㈪
・
22
日
㈫
の
間
︑
駐
車
ス
ペ
ー
ス

60
台
中
約
25
台
が
駐
車
可
能
と
な

る
︒

　

な
お
︑
雨
天
時
に
は
工
事
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

表　重点点検項目（①関係）
点検時期

点検箇所 3 か月点検 12 か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左
電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態 同左

ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左
機能

難波運輸労連中央執行委員長（写真㊧）が桝野
全ト協理事長に対して要望書を手渡した（６月10
日、全ト協）

SASは簡単なスクリーニング検査で診断することができます。また、SASと診断されても適切に治療すれ
ば健康な人と同じように安全運転を続けていくことができます。SASであることに気づかず運転業務を
続けることが、最も危険な状態であり、避けるべきことです。

受診させていますか？
（SAS）スクリーニング検査を
ドライバーに睡眠時無呼吸症候群

資料：国土交通省 資料：全ト協 令和元年度睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査助成申請事業者に行ったアンケートより

令和２年度健康起因事故防止のための
取組に関するアンケート調査

令和元年度トラック運転者の睡眠時無呼吸症候群に係る
スクリーニング検査結果状況等の報告

受診
させている
31％ いる

67％

いる
15.24％

SASスクリーニング
検査を従業員に受診
させていますか?

SASスクリーニング検査
の結果、要精密検査と
判定された従業員は
いますか？

社内に既にSAS治療を
実施している、または
これから治療を始める
従業員はいますか？

積極的にSASスクリーニング検査を受診し、SASの早期発見、治療を行い、
健康起因事故をなくしましょう。

ドライバー全員にSASスクリーニング検査を受診させましょう

あなたのその症状…もしかして

睡眠時無呼吸症候群（SAS）かもしれません
● 大きないびきをかく
● 睡眠中に呼吸が苦しそう、
　 呼吸が止まっていると指摘される

● 息が苦しくて目が覚める
● 昼間に強い眠気を感じる
● 朝起きた時に頭痛、頭重感がある

※必ずしも眠気を感じることがないという点に注意が必要です。疲労感や倦怠感が継続すると
きなども、実は SAS が原因となっている場合があります。

事業者の皆様へ

SASとは、睡眠中に頻繁に呼吸が止まったり、止まりかけたりする状態（睡眠呼吸障害）が繰り返され
るために、質の良い睡眠が取れず、日中に強い眠気や疲労等の自覚症状を伴う病気です。
SAS患者は、居眠り運転を起こす危険性がある上、治療をせずに放置すると命にかかわる合併症（高血圧、
狭心症、心筋梗塞、脳梗塞等）を引き起こすおそれもあります。これらの疾病は、運転中の突然死にも
繋がる健康起因事故の主原因でもあります。

表  2020 年東京オリンピック・パラリンピック
競技大会に伴うテロ防止対策に係る対応策

【自動車関係共通事項】
・�車両、身分証明書、制服等の管理および盗難・紛失時の

警察への連絡
・�公共交通機関および関連施設等のソフトターゲットに対する警

戒強化
【トラック】
・�営業所・車庫内外の巡回
・�終業後のドアロックの徹底
・�営業所等における不審な荷物の発見時および不審者情報等

の警察への連絡の徹底
・�配送先から荷送り人に覚えがないなど不審な荷物である旨の

連絡があった場合の荷物に触れない旨の注意喚起、荷物の
状態に応じた速やかな引き取り、警察への連絡の徹底

・�放射性物質等危険物輸送における安全管理の徹底
・�テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備および確認

「気象・道路交通情報」

運
輸
労
連
か
ら
の
要
望
書
を
受
領

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
等
に
つ
い
て
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

医療機器認証番号：231ABBZX00007000
医療機器分類：管理医療機器 特定保守管理医療機器

商品型式：HBP-9030

HBP-9030

腕
を
奥
ま
で
入
れ
て

く
だ
さ
い

令和
３年度
令和
３年度

お求めやすい
新価格に

なりました

 

連
結
ト
ラ
ッ
ク
、
ス
ワ
ッ
プ

ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
の
導

入
を
支
援

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は

現
在
︑
令
和
２
年
度
﹁
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業

費
等
補
助
金
（
社
会
変
革
と

物
流
脱
炭
素
化
を
同
時
実
現

す
る
先
進
技
術
導
入
促
進
事

業
）﹂
５
次
公
募
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
社
会
課
題
と

物
流
の
脱
炭
素
化
・
低
炭
素

化
の
同
時
解
決
を
図
る
先
進

的
な
設
備
の
導
入
を
支
援
す

る
も
の
︒
対
象
事
業
は
︑
①

自
立
型
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
倉

庫
モ
デ
ル
促
進
事
業
︑
②
過

疎
地
域
等
に
お
け
る
無
人
航

空
機
を
活
用
し
た
物
流
実
用

化
事
業
︑
③
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

高
効
率
化
支
援
事
業
（
連
結

ト
ラ
ッ
ク
導
入
支
援
事
業
︑

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車

両
導
入
支
援
事
業
）
︱
︱
の

３
事
業
︒

　

公
募
期
間
は
︑
６
月
30
日

㈬
17
時
ま
で
︒
詳
細
は
︑
Ｌ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

　

国
土
交
通
省
は
５
月
28
日

よ
り
︑
令
和
３
年
度
﹁
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業

費
等
補
助
金
（
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加

速
化
事
業
）﹂
の
公
募
を
開

始
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
お
け
る
ト
ラ

ッ
ク
の
更
新
需
要
を
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
燃
費
レ
ベ
ル
に
誘

導
す
る
た
め
︑
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入

す
る
事
業
に
つ
い
て
︑
車
両

導
入
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒
補
助
対
象
は
︑
３

年
４
月
１
日
~
４
年
１
月
31

日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

し
︑
平
成
27
年
度
重
量
車
燃

費
基
準
を
︑
大
型
車
は
＋
５

％
以
上
︑
中
型
車
お
よ
び
小

型
車
は
＋
10
％
以
上
達
成
し

た
車
両
︒
具
体
的
な
対
象
車

両
区
分
と
対
象
排
出
ガ
ス
規

制
識
別
記
号
︑
お
よ
び
補
助

額
は
表
の
通
り
︒

　

申
請
台
数
は
１
事
業
者
当

た
り
２
台
︒
予
算
額
は
約
28

億
円
︒
申
請
受
付
期
間
は
４

年
１
月
31
日
㈪
ま
で
︒
今
年

か
ら
は
︑
郵
便
や
信
書
便
な

ど
に
よ
る
申
請
の
ほ
か
︑
識

別
番
号
を
使
っ
た
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
申
請
も
可
能
と
な

っ
た
︒

　

な
お
︑
申
請
に
係
る
審
査

は
申
し
込
み
順
に
行
う
が
︑

予
算
額
の
残
額
が
２
割
程
度

に
達
し
た
場
合
に
は
︑
当
該

日
付
か
ら
４
年
１
月
31
日
ま

で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
全

て
の
交
付
申
請
を
対
象
に
審

査
を
実
施
︒
ま
た
︑
予
算
残

額
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
は
︑
初
め
て
申
請
を

行
っ
た
事
業
者
を
優
先
し

て
︑
抽
選
に
よ
り
補
助
事
業

者
を
決
定
す
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
や
申

請
受
付
状
況
な
ど
は
︑
執
行

団
体
の
（
一
財
）
環
境
優
良

車
普
及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ

と
︒

 

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
補
助
を
開
始

予
算
総
額
約
35
・
５
億
円

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
連
携

し
︑
令
和
３
年
度
﹁
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
省
エ
ネ
化

推
進
事
業
﹂
の
公
募
を
行
っ

て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
と
荷
主
が
連
携
し
て

物
流
全
体
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
た

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
て
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
等
の
導
入
を
支
援
す

る
も
の
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
と
荷
主
と
の
連
携
を
要

件
に
︑
車
両
動
態
管
理
シ
ス

テ
ム
等
の
導
入
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
︒

　

受
付
期
間
は
︑
１
次
公
募

は
６
月
25
日
㈮
ま
で
︑
２
次

公
募
は
７
月
５
日
㈪
~
16
日

㈮
ま
で
︑
３
次
公
募
は
７
月

26
日
㈪
~
８
月
６
日
㈮
ま
で

と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
同
事
業
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い

る
︒

　

詳
細
は
︑
執
行
団
体
の
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

新
技
術
を
用
い
た
輸
送
効

率
化
を
支
援

申
請
締
切
７
月
21
日
㈬

　

国
土
交
通
省
は
６
月
７
日

よ
り
︑
令
和
３
年
度
﹁
新
技

術
を
用
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
輸
送
効
率
化
推

進
事
業
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
連
携
事
業
）﹂
の
公
募
を

行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
発
荷
主
・
輸
送

事
業
者
・
着
荷
主
等
が
連
携

計
画
を
策
定
し
︑
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
等
の

新
技
術
の
導
入
に
よ
り
︑
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効

率
化
を
図
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
も
の
︒
物
流
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
や
デ
ー
タ
の
共

通
化
︑
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
自
動
化
機
器
・
シ

ス
テ
ム
等
の
導
入
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
︒

　

補
助
率
は
︑﹁
共
通
シ
ス

テ
ム
事
業
費
（
物
流
全
体
効

率
化
シ
ス
テ
ム
導
入
費
）﹂・

﹁
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
輸
送

効
率
化
機
器
事
業
費
（
Ａ
Ｉ

・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
活
用
新
技
術
導

入
費
）﹂
と
も
に
︑
経
費
の

２
分
の
１
以
内
︒
公
募
期
間

は
７
月
21
日
㈬
ま
で
︒
交
付

決
定
は
７
月
下
旬（
予
定
）︒

事
業
期
間
は
︑
交
付
決
定
日

~
４
年
２
月
28
日
㈪
と
な
っ

て
い
る
︒

　

詳
細
は
︑
執
行
団
体
の
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
事
業
用

自
動
車
安
全
通
信
」
ア
ド

レ
ス
変
更

７
月
２
日
か
ら

　

国
土
交
通
省
が
運
送
事
業

者
等
に
対
し
て
配
信
し
て
い

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
事
業

用
自
動
車
安
全
通
信
﹂（
毎

週
金
曜
日
配
信
）
配
信
用
お

よ
び
問
い
合
わ
せ
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
︑
省
内
の
シ

ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
︑
７
月

２
日
か
ら
左
記
の
と
お
り
変

更
さ
れ
る
︒

︻
配
信
用
︼hqt-jiko-

antai@
m
lit.go.jp

︻
問
い
合
わ
せ
用
︼hqt-

m
ailm
agazineotoiawase

@
gxb.m

lit.go.jp

　

既
に
登
録
し
て
い
る
場
合
︑

７
月
２
日
以
降
︑
新
し
い
配

信
用
ア
ド
レ
ス
か
ら
メ
ル
マ

ガ
が
配
信
さ
れ
る
が
︑
メ
ー

ル
受
信
設
定
（
迷
惑
メ
ー
ル

や
受
信
拒
否
リ
ス
ト
等
）
に

よ
っ
て
は
同
日
以
降
受
信
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
︑
国
交
省
で
は
引
き
続

き
受
信
が
可
能
と
な
る
よ

う
︑
設
定
の
事
前
確
認
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

 

政
策
的
・
財
政
的
措
置
等

の
強
力
な
支
援
が
必
要
と

指
摘

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
自
動
車
政
策
検
討
会
」

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
︑
５
月
19
日
に
第
５
回

﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
自
動
車
政
策
検
討

会
﹂（
座
長
・
大
聖
泰
弘
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
を
開

催
し
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
を
は
じ
め
と
し
た
自
動
車

関
係
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
結
果
を
公
表
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
の
実
行
計
画
（
自

動
車
・
蓄
電
池
産
業
等
）
の

改
定
に
向
け
て
︑
こ
れ
ま
で

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
な
ど
の
関
係
団
体

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
検
討
会
で
は
︑
全
ト
協

か
ら
桝
野
龍
二
理
事
長
が
出

席
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

と
し
て
の
意
見
を
述
べ
た
︒

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
で
は
︑

﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

挑
戦
の
た
め
の
技
術
開
発
か

ら
生
産
・
社
会
実
装
・
人
材

育
成
ま
で
の
政
策
的
・
財
政

的
措
置
等
の
強
力
な
支
援
﹂

と
︑﹁
自
動
車
製
造
拠
点
と

し
て
の
日
本
の
国
際
競
争
力

を
維
持
強
化
す
る
た
め
︑
技

術
中
立
性
に
基
づ
く
多
様
な

技
術
を
誘
導
す
る
政
策
推

進
﹂
が
必
要
と
指
摘
︒
そ
の

上
で
︑
電
動
車
の
導
入
拡
大

策
と
し
て
﹁
商
用
電
動
車
導

入
補
助
金
・
優
遇
税
制
の
拡

充
・
燃
料
費
支
援
と
い
っ
た

導
入
支
援
や
買
換
え
支
援
﹂

や
︑
商
用
電
動
車
の
開
発
・

生
産
支
援
と
し
て
﹁
積
載
量

へ
の
影
響
等
へ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い
ト
ラ
ッ
ク
の
開
発
﹂

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
︒

荷
主
向
け
「
物
流
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
講
座
」
を
新

た
に
掲
載

「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間
労
働

改
善
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
１
日

よ
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

長
時
間
労
働
改
善
に
向
け
た

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂
に
︑
新

た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
︑

荷
主
企
業
向
け
の
シ
ョ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
形
式
の
動
画
﹁
荷

主
の
た
め
の
物
流
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
講
座　

第
１
話
﹂（
写

真
）
を
掲
載
し
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ン
ツ
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間
労
働

改
善
に
向
け
て
︑
荷
主
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き

る
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
︒

来
年
２
月
に
か
け
て
︑
隔
月

更
新
で
全
５
回
の
連
載
を
予

定
し
て
い
る
︒

　

初
回
の
今
回
は
︑﹁
な
ぜ
︑

荷
主
の
協
力
が
必
要
か
？
﹂

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
︒
第

２
話
以
降
で
は
︑
輸
送
や
倉

庫
作
業
の
効
率
化
に
向
け

て
︑
荷
主
企
業
が
取
り
組
む

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
解

説
す
る
予
定
︒

 

高
齢
者
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
支
援

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金

　

厚
生
労
働
省
は
現
在
︑
令

和
３
年
度
﹁
エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
補
助
金
﹂
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑
高
齢
者
が

安
心
し
て
安
全
に
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
︑
中
小
企
業

事
業
者
に
よ
る
職
場
環
境
の

改
善
等
の
安
全
衛
生
対
策
の

実
施
に
対
し
て
補
助
を
行
う

も
の
︒
高
年
齢
労
働
者
（
60

歳
以
上
）
を
常
時
１
人
以
上

雇
用
し
て
い
る
中
小
企
業
事

業
者
を
対
象
に
︑
①
身
体
機

能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装

置
の
導
入
︑
②
働
く
高
齢
者

の
健
康
や
体
力
の
状
況
の
把

握
等
︑
③
高
年
齢
労
働
者
の

特
性
に
配
慮
し
た
安
全
衛
生

教
育
︑
④
そ
の
他
︑
働
く
高

齢
者
の
た
め
の
職
場
環
境
の

改
善
対
策
︱
︱
に
要
し
た
費

用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

（
上
限
１
０
０
万
円
）︒

　

詳
細
は
︑
補
助
事
業
者
で

あ
る
（
一
社
）
日
本
労
働
安

全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

「
貨
物
鉄
道
論
文
賞
」「
住

田
物
流
奨
励
賞
」
応
募
作

品
を
募
集締切

は
９
月
30
日
㈭

　

日
本
貨
物
鉄
道
㈱
（
Ｊ
Ｒ

貨
物
）
で
は
現
在
︑
第
21
回

﹁
貨
物
鉄
道
論
文
賞
﹂・
第

13
回
﹁
住
田
物
流
奨
励
賞
﹂

応
募
作
品
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
︒

　
﹁
貨
物
鉄
道
論
文
賞
﹂は
︑

貨
物
鉄
道
の
発
展
・
利
用
促

進
へ
向
け
︑
優
れ
た
提
案
や

研
究
な
ど
を
顕
彰
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も

の
︒
今
回
よ
り
︑こ
れ
ま
で
の

﹁
鉄
道
貨
物
振
興
奨
励
賞
﹂

か
ら
﹁
貨
物
鉄
道
論
文
賞
﹂

に
改
称
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
住
田
物
流
奨
励

賞
﹂
は
︑
鉄
道
︑
海
運
︑
ト

ラ
ッ
ク
︑
航
空
な
ど
交
通
に

関
す
る
分
野
に
お
い
て
︑
物

流
の
効
率
化
や
発
展
に
資
す

る
著
作
や
論
文
︑
研
究
等
を

顕
彰
す
る
も
の
︒

　

応
募
締
め
切
り
は
︑
と
も

に
９
月
30
日
㈭
必
着
︒
募
集

要
綱
な
ど
は
︑
Ｊ
Ｒ
貨
物
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
例

コ
ン
テ
ス
ト
」
応
募
作
品

を
募
集

陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
現
在
︑
陸
災
防
労
働
災

害
事
例
生
成
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
﹁
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
応
募

作
品
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

募
集
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
︒

①
ト
ラ
ッ
ク
に
関
連
す
る
事

例
部
門
=
墜
落
・
転
落
︑
荷

崩
れ
︑
無
人
暴
走
︑
後
退
時

の
事
故
等
（
走
行
に
関
す
る

も
の
は
除
く
）

②
荷
役
運
搬
機
械
に
関
連
す

る
事
例
部
門
=
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
・
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
等
を
用
い
た
作
業

③
人
力
作
業
・
人
力
運
搬
機

に
関
連
す
る
事
例
部
門
=
台

車
・
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
等
を

用
い
た
作
業

　

な
お
︑
最
優
秀
賞
（
３
事

例
）
に
対
し
て
は
︑
11
月
11

日
に
熊
本
県
熊
本
市
で
開
催

さ
れ
る
第
57
回
﹁
全
国
陸
上

貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防

止
大
会
in
熊
本
﹂
で
表
彰
す

る
ほ
か
︑
入
選
事
例
は
同
ツ

ー
ル
の
共
有
事
例
と
し
て
活

用
さ
れ
る
︒

　

募
集
期
間
は
７
月
30
日
㈮

ま
で
︒
応
募
に
関
す
る
詳
細

は
︑
陸
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

表　令和３年度「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」補助額等
車型区分

（車両総重量）
平成 27 年度

燃費基準
基準額（万円） （備考）排出ガ

ス規制識別記号廃車あり 廃車なし

大型（12 トン超）
＋ 10% 以上 75 50 2RG・2TG
＋ 5% 以上

10％未満 50 37.5 2PG・QPG

中型（7.5 トン超～ 12 トン以下） ＋ 10% 以上 42 28 2RG・2TG・
TRG小型（3.5 トン超～ 7.5 トン以下） ＋ 10% 以上 15 10

※廃車の要件については、LEVO ホームページを参照のこと。

予
算
額
は
約
28
億
円
に

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入
支
援
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トラック運送会社さま向け W e b セ ミ ナ ー

７月５日（月）・６日（火）15:00～17:00

予定プログラム（内容は両日とも同様です）

第１部

第２部 ドライバーの健康管理について

講師：株式会社コヤマ経営
代表取締役 ⼩⼭雅敬⽒

講師：NPO法⼈ヘルスケアネットワーク
副理事⻑ 作本貞⼦⽒

お申し込み（〆切：6月28日(月)）

https://ms-seminar.smktg.jp/public/

各回定員

３００名

※11社社22名名様様ままででのお申し込みとさせていただきます。
※定員に達した場合、その時点で〆切とさせていただきます。

　

標
準
的
な
運
賃
を
活
用
す

る
場
合
に
は
︑
地
方
運
輸
支

局
に
運
賃
料
金
変
更
届
出
が

必
要
と
な
る
（
図
３
）︒

　

運
送
事
業
者
は
︑
ま
ず
は

図
３
に
従
っ
て
﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
の
変
更
届
出
書
と
運

賃
料
金
適
用
方
を
提
出
し
︑

取
引
先
に
対
し
て
申
入
れ
・

交
渉
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
年

間
９
６
０
時
間
）
が
適
用
さ

れ
る
︒

　

長
時
間
労
働
︑
低
賃
金
等

に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
確
保
で
き
ず
︑
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
物
流

が
滞
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

よ
う
︑
事
業
者
が
人
材
を
確

保
し
︑法
令
遵
守
を
徹
底
し
︑

持
続
的
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

維
持
す
る
た
め
に
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
が
改
正
さ

れ
︑
国
土
交
通
省
は
令
和
２

年
４
月
︑
事
業
者
が
法
令
を

遵
守
し
て
持
続
的
に
事
業
を

行
う
際
の
参
考
と
な
る
運
賃

と
し
て
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

を
定
め
た
︒

　

標
準
的
な
運
賃
に
よ
り
︑

運
送
事
業
者
が
事
業
継
続
に

必
要
な
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た

対
価
を
収
受
す
る
こ
と
で
︑

図
１
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

で
き
る
︒
運
送
事
業
者
が
標

準
的
な
運
賃
の
届
出
に
基
づ

き
荷
主
と
交
渉
・
収
受
す
る

こ
と
で
︑
持
続
的
な
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
確
保
に
繋
が
る
の

で
あ
る
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
告
示

制
度
の
概
要
は
図
２
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
適
正

な
原
価（
変
動
費
・
固
定
費
）

に
︑
適
正
な
利
潤
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
算
出
し
て
お
り
︑

割
増
料
や
諸
謝
金
は
︑
運
賃

と
は
別
に
収
受
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
年
間

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
働
き

方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
当
た
り
の

﹁
運
行
費
（
燃
料
費
︑
タ
イ

ヤ
費
等
）﹂︑﹁
車
両
費
﹂（
償

却
年
数
は
５
年
で
設
定
）︑

﹁
人
件
費
﹂（
全
産
業
平
均

の
単
価
を
使
用
）︑﹁
間
接
費

（
一
般
管
理
費
等
）﹂︑﹁
そ

の
他
費
用
（
任
意
保
険
料
︑

関
係
諸
税
︑借
入
金
利
息
）﹂

を
﹁
適
正
な
原
価
﹂
と
し
︑

さ
ら
に
﹁
適
正
な
利
潤
﹂
を

加
え
︑
１
㌔
当
た
り
の
変
動

費
に
︑
ま
た
時
間
当
た
り
の

固
定
費
に
割
り
戻
す
こ
と
に

よ
り
︑
最
終
的
に
１
運
行
当

た
り
の
運
賃
を
算
出
し
て
い

る
︒
こ
う
し
た
原
価
・
費
用

や
利
潤
は
︑
現
在
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
労
働

時
間
（
約
２
６
０
０
時
間
）

で
は
な
く
︑
全
産
業
平
均
並

み
の
労
働
時
間
（
約
２
０
８

６
時
間
）
を
確
保
で
き
る
よ

う
算
出
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
標
準
的
な
運
賃
の

算
出
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
︑

５
面
で
紹
介
し
て
い
る
冊
子

﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
の

届
出
に
向
け
て
﹂
を
参
照
の

こ
と
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
現
在
︑
令
和
２
年
４
月
に
告
示
さ
れ
た
﹁
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
︑
会
員
事
業
者
へ

の
周
知
︑
届
出
等
の
促
進
を
図
る
た
め
︑
国
土
交
通
省
や
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
連
携
し
て
﹁﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
普
及
推
進
運
動
﹂（
実
施
期
間
・
令
和

３
年
度
〜
５
年
度
）
を
実
施
し
て
い
る
︒
な
か
で
も
︑
今
年
度
を
同
運
動
の
重

点
期
間
を
位
置
づ
け
︑
届
出
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
︒

　

全
ト
協
で
は
こ
の
ほ
ど
︑
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
今
す
ぐ
わ
か
る
標
準
的
な
運
賃
﹂

（
写
真
）
を
制
作
し
た
︒
こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
向
け
に
︑
標
準
的

な
運
賃
の
趣
旨
や
目
的
︑
標
準
的
な
運
賃
の
届
出
方
法
な
ど
を
説
明
す
る
も
の
︒

ま
た
︑
届
出
書
類
作
成
に
役
立
つ
﹁
運
賃
料
金
届
出
書
・
運
賃
料
金
適
用
方　

様
式
集
・
参
考
例
﹂
も
付
い
て
お
り
︑
簡
単
に

書
類
を
作
成
し
︑
標
準
的
な
運
賃
の
届
出
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
︑
標
準

的
な
運
賃
の
目
的
や
届
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
す
る
︒
な
お
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
２
次
元
コ
ー
ド
）︒

図３ 図２

図１

1
「
標
準
的
な
運
賃
」
と
は
？

事
業
継
続
に
必
要
な
コ
ス
ト
が
収
受
可
能
に

2
「
標
準
的
な
運
賃
」
を
活
用
す
る
手
続
き

地
方
運
輸
支
局
に
届
出
を

「今すぐわかる標準的な運賃」
パンフレット

国⼟交通省が
標準的な運賃を
定めました。

都道府県トラック協会

今すぐ
わかる標準的な運賃

「『標準的な運賃』普及推進運動」展開中！全ト協

持
続
的
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
確
保
の
た
め
に　

早
め
の
届
出
を

持
続
的
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
確
保
の
た
め
に　

早
め
の
届
出
を

今すぐわかる標準的な運賃今すぐわかる標準的な運賃
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す
る
事
項
を
︑
各
運
送
事
業

者
が
﹁
運
賃
料
金
適
用
方
﹂

と
し
て
定
め
る
必
要
が
あ
る

（
図
４
）︒

　

な
お
︑
運
賃
料
金
適
用
方

の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑冊
子﹁
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

係
る
標
準
的
な
運
賃
の
届
出

に
向
け
て
﹂（
２
次
元
コ
ー
ド

㊤
）
の
57
ペ
ー
ジ
~
81
ペ
ー

ジ
で
解
説
し
て
い
る
︒

　

運
賃
︑
料
金
︑
実
費
を
ど

の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
適
用
す

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
標
準
的

な
運
賃　

計
算
シ
ー
ト
（
簡

易
版
）﹂﹁
標
準
的
な
運
賃　

計
算
シ
ー
ト
（
詳
細
版
）﹂

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
簡
易
版
﹂
で
は
︑
距
離

や
車
種
等
の
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
で
︑
運
賃
を
簡
単
に

検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
︒

る
か
︑
割
増
や
割
引
の
適
用

方
法
等
︑
告
示
内
容
を
補
完

　

ま
た
︑﹁
詳
細
版
﹂
で
は
︑

距
離
や
車
種
等
の
条
件
︑
割

増
率
・
割
引
率
︑
上
限
下
限

率
︑
各
種
料
金
等
の
条
件
を

設
定
す
る
こ
と
で
︑
標
準
的

な
運
賃
（
運
賃
表
）
に
基
づ

く
運
賃
︑
料
金
︑
実
費
を
算

出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
︒

　
﹁
計
算
シ
ー
ト
﹂
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
２
次

元
コ
ー
ド
・
㊧
）
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　運送事業者の皆様から寄せられる、よくある質問を紹介します。

Q１　�複数の運輸局に営業所がある場合は、それぞれの運輸局で
届出が必要でしょうか？

A１　�・営業所のある運輸局を適用地域として、届出書にチェック
を入れてください。

・届出書は、代表する営業所（例えば、本社）が所在する
運輸局長宛てに作成します。それぞれの運輸局ごとに作成
の必要はありません。

・代表する営業所が所在する運輸支局へ３部提出してくださ
い。

・運輸支局への持参による届出の他、郵送による届出も可
能です。

Q２　�距離制運賃と時間制運賃は、どのような輸送で使い分ければ
よいのでしょうか？

A２　・距離制運賃は、1 運行を単位とする輸送や到着地からの帰
り荷等がない運送、2 日間以上を要する運送等の場合を
想定しています。

・時間制運賃は、ミルクラン方式による輸送、附帯作業が
多い運送など、「短い走行距離に対して長い拘束時間とな
る」運送を想定しています。

・自社の運送形態にあった適切なものを適用しましょう。

Q３　�運賃料金適用方には事業者が独自に数字を記載する箇所が
いくつかありますが、どのような数値を記載すればよいのでしょ
うか？

A３　�・�運賃料金適用方の数値は、各事業者における原価計算に
基づき算出された運賃料金にあわせ、各事業者の実情に
応じた割増・割引率や上限下限の幅、料金等の数値を記
載してください。

・積込料および取卸料は、平成 29 年 11 月の標準貨物自
動車運送約款の改正の際に届出をした数値を使うこともで
きます。

Q４　�荷主ごとに運賃が異なる場合の届出方法はどのように行えば
よいのでしょうか？

A４　�・ひとつの例として、「標準的な運賃」を届出し、荷主に応じ
た運賃料金の設定が可能となるように運賃料金適用方に
割増、割引、上限下限の幅、料金を設定します。

・届出した標準的な運賃を基礎に、取引先ごとに個別の運
賃を提示することで対応することができます。

Q５　現在、取引先と契約している運賃はどうなるのでしょうか？

A５　・�標準的な運賃を届出した場合でも、運賃料金適用方に定
める「４．運賃計算の方法」において「上限下限の幅」（幅
運賃）を設定し、その範囲内に現在の運賃をおくことで、
現在の運賃を継続することができます。

「標準的な運賃」Q&A「標準的な運賃」Q&A

図４

図５ 3
「
運
賃
料
金
適
用
方
」
と
は
？

自
社
の
実
態
に
合
っ
た
運
賃
料
金
の
設
定
を

4
「
標
準
的
な
運
賃  

計
算
シ
ー
ト
」
の
活
用
を

標
準
的
な
運
賃
が
簡
単
に
検
索
・
計
算
可
能
に

全ト協「標準的な運賃」ページ

普及推進運動と連動して標準的な運賃の活用に向けた情報を発信！普及推進運動と連動して標準的な運賃の活用に向けた情報を発信！

　『広報とらっく』では、「『標準的な運賃』普及推進運動」と連動
し、今後も標準的な運賃の積極的な活用を促進するための様々な情
報を継続的に発信していきます。

運賃料金適用方については、冊
子「一般貨物自動車運送事業に
係る標準的な運賃の届出に向け
て」P57～81 で解説しています。
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会
員
事
業
者
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

会
員
事
業
者
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

答
も
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

一
方
︑
直
荷
主
と
な
っ
て

い
る
企
業
に
関
し
て
は
︑

比
較
的
に
快
く
改
定
交
渉

の
テ
ー
ブ
ル
に
も
着
い
て
も

ら
い
︑
内
容
を
存
分
に
説

明
す
る
こ
と
も
で
き
た
︒

　
﹁
段
階
的
・
論
理
的
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今
回

の
ご
提
案
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
︑
後
日
︑
正
式
に

新
た
な
見
積
書
を
提
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

今
回
︑
ご
理
解
い
た
だ
い

た
荷
主
企
業
と
は
︑
約
10

％
の
運
賃
引
上
げ
交
渉
が
成

立
︒
実
に
お
よ
そ
10
年
ぶ
り

に
運
賃
・
料
金
の
引
上
げ
と

な
り
ま
し
た
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
︑
検
討
対
比
表
に

は
︑﹁
毎
年
運
賃
見
直
し
の

ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
﹂

と
い
う
一
文
を
記
載
し
︑
交

渉
は
単
年
度
限
り
で
は
な
い

こ
と
を
意
思
表
示
し
て
い
る
︒

　
﹁
こ
の
お
客
様
と
は
︑
20

数
年
来
の
お
付
き
合
い
で
す
︒

業
務
内
容
は
企
業
物
流
で
す

の
で
︑
個
人
の
お
客
様
用
の

貨
物
に
表
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
荷
扱
説
明
書
が
な
い
た

め
︑
な
か
に
は
時
に
壊
れ
や

す
く
繊
細
な
貨
物
も
あ
り
ま

す
︒
し
か
し
︑
弊
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
永
年
の
お
付
き
合

い
で
︑
荷
扱
指
定
も
取
扱
注

意
指
示
が
な
く
て
も
︑
安
定

的
に
高
品
質
で
輸
送
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒
以

前
は
︑
そ
う
し
た
繊
細
な
貨

物
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
弊
社

側
か
ら
の
提
案
で
︑
平
ボ
デ

ィ
か
ら
ウ
イ
ン
グ
車
へ
貸
切

専
属
車
の
入
れ
替
え
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
︒
そ
の
際
も
運
賃
・
料

金
は
据
え
置
き
で
し
た
の
で
︑

こ
う
し
た
永
年
の
信
頼
と
実

績
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
背
景
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
当
然
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
︑﹃
今
後
お
付
き
合

い
し
た
く
な
い
﹄
と
思
う
よ

う
な
相
手
と
は
︑
交
渉
の
席

に
着
き
た
い
と
思
わ
な
い
の

が
人
の
心
で
な
い
で
し
ょ
う

か
︒
ま
ず
︑
第
一
に
お
客
様

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
︑

正
確
で
公
明
正
大
な
ご
提
案

書
の
提
出
︒
こ
の
基
本
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
︑﹃
国
の
後
ろ

盾
﹄
と
い
う
強
力
な
武
器
が

大
き
く
作
用
し
て
︑
今
回
の

運
賃
引
上
げ
交
渉
が
成
功
し

た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂

（
同
） 

︿
了
﹀

方
法
も
届
け
出
て
い
る
︒
実

施
日
は
同
年
３
月
１
日
で
あ

る
︒

　

こ
の
あ
と
す
ぐ
に
同
社
で

は
︑
貸
切
専
属
車
を
提
供
し

て
い
る
荷
主
企
業
の
社
長
宛

て
に
﹁
貸
切
運
賃
等
︑
輸
送

作
業
費
用
の
見
直
し
ご
検
討

お
願
い
﹂
と
い
う
文
書
を
提

出
し
て
︑
運
賃
の
改
定
交
渉

を
開
始
し
た
︒

　

こ
の
文
書
は
︑
こ
の
数
年

間
の
経
済
情
勢
の
変
化
と
︑

排
出
ガ
ス
規
制
や
環
境
対
策

へ
の
投
資
︑
社
会
保
険
料
の

負
担
増
︑燃
料
価
格
の
高
騰
︑

時
間
当
た
り
最
低
賃
金
の
上

昇
な
ど
様
々
な
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
要
因
を
列
挙
し
︑
こ
れ
に

対
し
て
同
社
が
︑
人
件
費
の

抑
制
や
車
両
代
替
時
期
延

長
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

な
ど
の
自
助
努
力
に
よ
り
コ

ス
ト
削
減
施
策
を
講
じ
て
き

た
現
状
を
報
告
︒
そ
の
上
で
︑

﹁
従
来
の
貸
切
運
賃
等
輸
送

作
業
費
用
で
は
経
営
を
維
持

す
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
﹂と
訴
え
る
内
容
で
あ
る
︒ 　

交
渉
に
は
︑
こ
の
文
書
に

加
え
て
︑
こ
の
文
書
を
提
出

す
る
こ
と
の
裏
付
け
と
し
て
︑

①
﹁
軽
油
価
格
（
大
阪
府
）

の
推
移
﹂︑
②
﹁
主
要
都
市

最
低
賃
金
額
の
推
移
﹂︑
③

　

実
は
︑
同
社
の
取
り
組
み

は
こ
の
今
年
３
月
の
﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
の
届
出
か
ら
急

に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒

こ
れ
ま
で
も
︑
毎
月
初
め
に

は
︑
同
社
社
長
が
全
て
の
荷

主
企
業
へ
足
を
運
び
︑
請
求

書
を
物
流
担
当
者
へ
手
渡
し

す
る
と
と
も
に
︑
日
頃
の
同

社
業
務
に
つ
い
て
の
内
容
の

確
認
や
同
社
へ
の
要
望
・
苦

情
な
ど
が
な
い
か
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
︒ま
た
︑時
に
は
︑

﹁
来
月
は
弊
社
の
車
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
︑
通
常
業

務
以
外
で
も
御
用
が
あ
り
ま

し
た
ら
い
つ
で
も
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
﹂
な
ど
﹁
御
用

聞
き
﹂
に
徹
し
て
︑
緊
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
た
と
い
う
︒

　

毎
月
欠
か
さ
ず
顔
を
出

し
︑
担
当
者
と
も
顔
な
じ
み

で
あ
る
ゆ
え
に
︑﹁
最
近
は

厳
し
い
の
で
︑
運
賃
の
方
も

な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
﹂

な
ど
︑
常
に
﹁
現
在
の
運
賃

料
金
水
準
は
同
社
の
原
価
水

準
に
比
べ
て
非
常
に
厳
し
い

も
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と

　

運
賃
改
定
交
渉
が
停
滞
し

て
い
た
同
社
に
と
っ
て
︑﹁
最

大
の
転
機
で
あ
り
好
機
が
訪

れ
た
﹂（
同
社
社
長
）
と
い

う
の
が
︑
令
和
２
年
４
月
の

国
土
交
通
省
に
よ
る
︑﹁
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係

る
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
告
示

﹁
貨
物
車
車
体
価
格
の
推

移
﹂︑
④
﹁
貸
切
貨
物
車
基

準
・
標
準
運
賃
の
推
移
﹂︑⑤

﹁
月
別
稼
働
状
況
﹂︑⑥
﹁
見

直
し
ご
検
討
運
賃
対
比
表
﹂

︱
︱
の
資
料
を
作
成
︒
ま
た
︑

こ
れ
ら
の
資
料
と
と
も
に
︑

⑦
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

制
作
し
た
︑﹁﹃
標
準
的
な
運

賃
﹄
ご
理
解
・
ご
協
力
お
願

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹂
︱
︱
を

持
参
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
貸
切
便
の
契

約
を
も
つ
20
社
の
荷
主
企
業

の
う
ち
︑
１
社
で
改
定
交
渉

が
進
み
︑
新
た
な
運
賃
で
契

約
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
現

在
で
は
︑
新
運
賃
で
業
務
が

遂
行
さ
れ
て
い
る
︒

を
意
識
的
に
先
方
へ
訴
え
︑

口
頭
で
軽
く
運
賃
改
定
交
渉

へ
の
前
哨
戦
的
な
雰
囲
気
を

醸
成
し
て
い
た
︒
こ
う
し
た

下
地
づ
く
り
が
後
々
有
効
に

作
用
し
て
く
る
︒

　

し
か
し
︑
こ
こ
で
一
点
注

意
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
︒

同
社
と
し
て
は
︑
ほ
ぼ
全
荷

主
企
業
と
お
よ
そ
10
年
以
上

も
運
賃
の
引
上
げ
は
実
現
し

た
こ
と
が
な
く
︑
あ
る
荷
主

に
あ
っ
て
は
︑
逆
に
値
下
げ

交
渉
が
あ
り
︑
運
送
条
件
な

ど
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
こ

と
で
︑
よ
う
や
く
実
質
据
え

置
き
に
な
る
よ
う
な
改
定
も

あ
っ
た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
日
頃
か
ら
︑
原
価

計
算
に
よ
り
試
案
を
繰
り
返

し
︑
い
つ
で
も
運
賃
交
渉
を

行
え
る
下
準
備
だ
け
は
怠
ら

な
か
っ
た
と
い
う
が
︑
時
機

を
誤
っ
て
新
た
な
見
積
書
を

提
出
す
る
と
︑
単
純
に
金
額

だ
け
の
比
較
を
さ
れ
︑
荷
主

企
業
か
ら
他
の
運
送
事
業
者

へ
の
転
換
の
口
実
に
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
と
い
う
︒

だ
っ
た
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
は
︑
い
く
ら
原

価
計
算
を
し
て
︑
正
確
に
コ

ス
ト
を
積
み
上
げ
て
事
業
継

続
に
必
要
な
適
正
運
賃
を
提

示
し
て
も
︑
あ
く
ま
で
も
︑

﹃
私
企
業
の
提
案
﹄
と
し
て

　

大
阪
の
あ
る
会
員
事
業
者
は
今
年

３
月
︑
国
土
交
通
省
が
令
和
２
年
４

月
に
告
示
し
た
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

を
活
用
し
て
︑
10
年
来
据
え
置
か
れ

て
い
た
同
社
の
貸
切
運
賃
に
つ
い
て
︑

お
よ
そ
10
％
引
き
上
げ
る
運
賃
改
定

に
成
功
し
た
︒
同
社
が
定
期
的
に
貸

切
輸
送
で
契
約
し
て
い
る
荷
主
企
業

は
大
小
あ
わ
せ
て
20
社
で
あ
り
︑
ま

ず
は
こ
の
う
ち
の
︑
直
荷
主
と
な
る

１
社
と
の
契
約
に
つ
い
て
更
新
︒
同

社
の
社
長
は
﹁
長
い
間
据
え
置
き
︑

も
し
く
は
引
下
げ
傾
向
に
あ
っ
た
貸

切
運
賃
に
つ
い
て
︑
ま
ず
は
１
社
で

あ
っ
て
も
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
画
期
的
な
こ
と
︒
こ
の
運
賃

改
定
に
つ
い
て
は
︑﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄

の
告
示
が
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ぎ
れ
も

な
い
追
い
風
で
あ
り
︑
告
示
が
な
か

っ
た
ら
こ
の
度
の
成
果
は
望
め
な
か

っ
た
﹂
と
語
る
︒

　

今
回
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑

同
社
が
い
か
に
し
て﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

を
活
用
し
て
今
回
の
運
賃
改
定
に
成

功
し
た
の
か
︑
そ
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
︒

　

こ
の
会
員
事
業
者
は
昭
和

31
年
創
業
で
︑
大
阪
府
内
に

本
社
を
構
え
る
︒
車
両
台
数

33
台
︑
従
業
員
数
36
人
︑
企

業
物
流
の
集
荷
か
ら
配
達
ま

で
を
専
属
で
行
う
貸
切
輸
送

を
メ
イ
ン
に
︑
輸
送
範
囲
は

大
阪
府
お
よ
び
近
畿
圏
内

で
︑
近
・
中
距
離
輸
送
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
︒
保
有
す
る

車
両
の
構
成
は
︑
ほ
ぼ
２
㌧

・
４
㌧
の
小
・
中
型
車
で
あ

り
︑
大
型
車
は
保
有
し
て
い

な
い
︒

　

同
社
が
国
土
交
通
省
近
畿

運
輸
局
に
︑﹁
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
運
賃
及
び

料
金
設
定（
変
更
）届
出
書
﹂

を
提
出
し
た
の
は
︑
令
和
３

年
３
月
11
日
︒
今
回
の
届
出

は
︑
平
成
11
年
公
示
運
賃
か

ら
︑﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運

賃
﹂（
令
和
２
年
国
土
交
通

省
告
示
第
５
７
５
号
）
の
近

畿
運
輸
局
の
﹁
距
離
制
運
賃

表
﹂
と
﹁
時
間
制
運
賃
表
﹂

へ
の
変
更
で
あ
り
︑
同
時
に

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
適
用

見
ら
れ
︑
正
当
に
評
価
さ
れ

ず
︑
荷
主
企
業
に
よ
っ
て
は

そ
れ
を
口
実
に
︑
金
額
だ
け

の
競
争
で
契
約
を
打
ち
切
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
こ
の
﹃
標
準
的
な

運
賃
﹄
に
関
し
て
は
︑
国
交

大
臣
が
﹃
ト
ラ
ッ
ク
が
こ
れ

か
ら
も
暮
ら
し
と
経
済
を
守

る
た
め
に
は
︑
こ
れ
だ
け
の

運
賃
が
必
要
で
あ
る
﹄
と
法

律
に
基
づ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
か
ら
︑﹃
私
個
人
の
主

張
で
は
な
く
︑
国
が
定
め
て

い
る
の
で
す
﹄
と
い
う
権
威

と
正
当
な
裏
付
け
を
背
景
に

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒
こ
の
告
示
に
よ
っ
て
私

ど
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

も
︑
交
渉
す
る
に
あ
た
っ
て

強
力
な
武
器
を
得
た
気
持
ち

で
し
た
﹂（
同
）

　
﹁
国
が
告
示
し
た
﹂
と
い

う
大
き
な
後
ろ
盾
を
得
た

が
︑
同
社
社
長
は
︑
荷
主
企

業
と
の
毎
月
の
面
談
で
の
感

触
や
同
業
他
社
と
の
連
絡
・

情
報
交
換
の
中
で
︑﹁
ま
だ

機
は
熟
し
て
い
な
い
﹂
と
判

断
︒
そ
れ
と
い
う
の
も
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
が
告
示
さ
れ

た
直
後
は
︑
業
界
内
で
の
認

知
度
は
高
く
﹁
画
期
的
で
あ

る
﹂
と
い
う
評
価
は
高
か
っ

た
が
︑
荷
主
業
界
お
よ
び
一

般
社
会
の
認
知
度
と
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
内
で
の
そ
れ
の

間
に
は
温
度
差
が
あ
っ
た
か

ら
だ
︒

　

特
に
︑
荷
主
企
業
の
中
で

も
︑
大
企
業
や
そ
の
物
流
子

会
社
な
ど
で
は
ま
だ
し
も
︑

　

こ
の
度
の
同
社
の
交
渉
方

法
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
︑

詳
細
で
正
確
な
デ
ー
タ
を
用

意
し
て
交
渉
に
臨
ん
だ
こ

と
︒
そ
し
て
︑
も
う
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
は
︑
荷
主
企
業
も

同
様
に
厳
し
い
経
済
状
況
で

あ
る
こ
と
へ
も
配
慮
し
︑
一

足
飛
び
に﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

へ
の
引
上
げ
を
求
め
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
︒

　

同
社
で
は
︑
ま
ず
は
現
状

の
運
賃
の
実
績
を
提
示
し
︑

そ
こ
に
今
回
告
示
さ
れ
た

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
を
並
べ

る
こ
と
で
︑そ
の
差
を
明
示
︒

し
か
し
︑
長
年
に
わ
た
っ
て

据
え
置
か
れ
て
き
た
運
賃
か

ら
一
気
に﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

へ
の
引
上
げ
を
図
る
と
︑
荷

主
企
業
へ
の
負
担
が
一
気
に

増
し
て
し
ま
う
た
め
︑
拒
否

大
多
数
を
占
め
る
中
小
企
業

に
あ
た
る
荷
主
企
業
で
の
認

知
度
は
︑
そ
れ
ら
と
は
比
較

に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
︑同
社
と
し
て
は
︑

国
交
省
・
経
済
産
業
省
︑
全

ト
協
・
近
畿
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
が
制
作
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
︑
毎

月
の
面
談
の
機
会
で
同
制
度

の
周
知
に
努
め
た
︒
そ
れ
で

も
荷
主
企
業
側
の
認
知
度
お

よ
び
理
解
︑
そ
し
て
興
味
は

低
く
︑
今
年
３
月
ま
で
は
︑

ひ
た
す
ら
話
題
の
中
に
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
意

識
し
て
盛
り
込
む
戦
略
を
続

け
た
︒

　

そ
し
て
︑
今
年
３
月
︑
同

社
で
は
前
述
の
と
お
り
近
畿

運
輸
局
へ﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

の
届
出
を
行
い
︑
そ
れ
に
伴

い
用
意
し
て
い
た
改
定
交
渉

の
た
め
の
書
類
一
式
を
活
用

し
て
︑
交
渉
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
︒

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
︒

こ
の
た
め
平
成
11
年
の
公
示

運
賃
も
同
時
に
﹁
参
考
﹂
と

し
て
記
載
し
︑﹁
せ
め
て
平

成
11
年
公
示
運
賃
並
み
に
﹂

と
提
案
︒
平
成
11
年
公
示
運

賃
と
比
較
す
る
こ
と
で
︑
同

社
独
自
に
積
算
し
た
運
賃
が

荷
主
企
業
か
ら
み
て
も
﹁
妥

当
な
も
の
﹂
と
理
解
し
て
も

ら
え
る
仕
組
み
と
し
た
︒

　

一
部
の
物
流
子
会
社
な
ど

の
反
応
は
︑﹁
決
算
期
途
中

な
の
で
予
算
の
確
保
は
難
し

い
﹂﹁
上
層
部
に
伝
え
る
﹂

な
ど
芳
し
く
な
い
も
の
も
あ

っ
た
が
︑
国
の
告
示
を
基
に

交
渉
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
︑﹁
今
後
の
課
題
﹂

と
い
う
よ
う
な
︑
さ
ら
な
る

交
渉
の
余
地
を
示
唆
す
る
回

令
和
３
年
３
月
に
「
標
準
的
な
運
賃
」
を
届
出

す
べ
て
の
荷
主
企
業
と
運
賃
改
定
交
渉
実
施

普
段
か
ら
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

口
頭
で
運
賃
改
定
へ
の
雰
囲
気
を
醸
成

ポ
イ
ン
ト
は
詳
細
で
正
確
な
デ
ー
タ
提
示

「
標
準
的
な
運
賃
」
が
荷
主
の
納
得
材
料
に

「
国
が
告
示
し
た
」
の
権
威
は
絶
大

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
後
ろ
盾
に

交渉までの流れ
令和2年4月
・「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃」が告示される
令和2年4月から令和3年3月まで
・毎月の企業訪問を通じ、国交省制作リーフレット等を活用し

て、各荷主企業へ「標準的な運賃」についての周知活動を実施
令和3年3月
・近畿運輸局への「標準的な運賃」の届出
・各荷主企業への運賃改定交渉開始
令和3年4月
・新たな運賃による業務開始

このケースでの交渉成功のポイント
・高い輸送品質や緊密なコミュニケーションにより永年培った荷主企業との信頼関係
・以前から実施していた原価計算の積み上げによる正確な運賃交渉資料の整備
・国土交通省等公的機関が作成したチラシ・リーフレットなどを有効に活用
・運賃改定交渉と見積書提出を切り離し、運賃交渉に理解を得られなかった場合の

関係性の確保に努めた
・「毎年運賃の見直しを相談する」旨を検討対比表に記載

交渉に使用した資料等
①「軽油価格（大阪府）の推移」：資源エネルギー庁公表資料を基に同社が作成
②「主要都市最低賃金額の推移」：厚生労働省公表資料を基に同社が作成
③「貨物車車体価格の推移」：トラックディーラー提供資料を基に同社が作成
④「貸切貨物車基準・標準運賃の推移」：国土交通省公表資料を基に同社が作成
⑤「月別稼働状況」：同社の令和2年実績
⑥「見直しご検討運賃対比表」：①～⑤資料等から独自積算
⑦「トラック輸送の『標準的な運賃』が定められました」（国土交通省・全日本トラック

協会制作リーフレット）
⑧「がんばるトラックドライバーに少しだけ力を貸してください！」（国土交通省近畿運

輸局・近畿トラック協会制作リーフレット）

「『標準的な運賃』普及推進運動」展開中！

「標準的な運賃」が追い風、約10％の運賃引上げに成功「標準的な運賃」が追い風、約10％の運賃引上げに成功
全ト協
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コロナで浮上大作戦……!?

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
第
89
条
で
は
︑

﹁
常
時
10
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用

す
る
使
用
者
﹂
に
対
し
︑
就
業
規
則

　

弊
社
は
、
常
時
使
用
す
る
労
働

者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含

め
て
８
人
と
い
う
零
細
事
業
場
で

す
。
そ
れ
で
も
、
忙
し
い
時
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
２
〜
３
人
雇
い
ま

す
の
で
、
た
ま
に
10
人
を
超
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
が
10

人
以
上
い
る
場
合
、
就
業
規
則
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
労

働
者
数
の
カ
ウ
ン
ト
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
ア
ル
バ

イ
ト
の
数
を
ど
う
す
る
の
か
を
含

め
、
具
体
的
な
方
法
を
お
教
え
く

だ
さ
い
。

 第228回 

就業規則が必要な
「常時10人以上」とは

を
作
成
し
︑
行
政
官
庁
（
労
働
基

準
監
督
署
長
）
に
届
け
出
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
︒
ち
な
み
に
︑

な
ぜ
同
条
が
︑
就
業
規
則
作
成
の
義

務
を
労
働
者
数
10
人
以
上
の
規
模
に

限
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
少
々
気
に

な
り
ま
す
が
︑
要
は
使
用
者
の
事
務

処
理
能
力
を
考
慮
し
た
結
果
と
い
う

き
わ
め
て
単
純
な
理
由
に
よ
る
も
の

で
す
︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
﹁
常
時
10
人

以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者
﹂

で
す
が
︑
簡
単
に
い
え
ば
︑
労
働
者

の
数
が
時
と
し
て
10
人
未
満
に
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
︑
常
態
と
し
て
10

人
以
上
を
使
用
し
て
い
る
使
用
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑

こ
こ
で
い
う
常
時
使
用
す
る
労
働
者

の
意
味
は
︑
常
態
と
し
て
使
用
さ
れ

る
労
働
者
の
こ
と
で
あ
り
︑
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ

っ
て
も
︑
臨
時
的
に
雇
い
入
れ
ら
れ

た
場
合
で
な
け
れ
ば
︑
常
時
使
用
す

る
労
働
者
数
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
正
規
雇
用
の

労
働
者
数
が
仮
に
２
人
と
い
う
よ
う

に
少
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
常
態

と
し
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
ア

ル
バ
イ
ト
が
８
人
以
上
い
れ
ば
常
時

10
人
以
上
と
な
り
︑
就
業
規
則
の
作

成
義
務
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
厚
生
労
働
省
の
行
政
解

釈
に
よ
る
と
︑﹁
常
時
使
用
す
る
労

働
者
数
の
判
断
﹂
に
当
た
っ
て
は
︑

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
︑﹁
︙
︙

﹃
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
数
﹄は
︑

当
該
事
業
主
の
通
常
の
状
況
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

臨
時
的
に
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場

合
︑
臨
時
的
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合

等
に
つ
い
て
は
︑
労
働
者
の
数
が
変

動
し
た
も
の
と
し
て
は
取
り
扱
わ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
﹂（
平
成
21
年
５

月
︑
基
発
第
０
５
２
９
０
０
１
号
等
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
︑
た
と
え
使

用
者
が
繁
忙
期
に
臨
時
的
に
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
数
人
雇
い
入
れ
た
と
し
て

も
︑
そ
の
数
は
常
時
使
用
す
る
労
働

者
数
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
そ
の
一
方
で
︑
逆
に

臨
時
的
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
つ

い
て
は
︑
そ
の
ま
ま
常
時
使
用
す
る

労
働
者
の
数
に
変
動
は
な
い
と
い
う

取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
︑

常
時
使
用
す
る
正
規
雇
用
労
働
者
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
計
８
人
い

て
︑
他
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
３
人
い
る

と
し
た
場
合
︑
そ
の
３
人
は
﹁
人
が

入
れ
替
わ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
通
年

的
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
﹂
と
い
う
状

態
で
あ
れ
ば
︑﹁
常
時
11
人
の
労
働

者
を
使
用
し
て
い
る
﹂と
い
う
こ
と
で
︑

就
業
規
則
の
作
成
義
務
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
他
方
︑
も
し
︑
ア
ル

バ
イ
ト
の
３
人
が
︑﹁
繁
忙
期
に
限
っ

た
︑
あ
く
ま
で
も
臨
時
的
な
雇
用
﹂

で
あ
る
と
す
れ
ば
﹁
10
人
以
下
﹂
と

い
う
こ
と
で
︑
作
成
義
務
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

Ａ�

常
態
で
あ
れ
ば
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
も
含
む

201「
鯖
街
道
お
膝
元
の
味
⑩
」福
井
県
高た

か
は
ま浜

の
焼
き
鯖
ち
ら
し
ず
し

　

小
浜
か
ら
国
道
27
号
を
西

へ
︒
お
お
い
町
を
過
ぎ
れ
ば

白
砂
の
若
狭
和
田
海
岸
が
あ

る
高
浜
町
で
︑
そ
の
先
は
舞

鶴
︒
こ
ん
な
福
井
県
西
端
に

位
置
す
る
高
浜
名
物
が
﹁
焼

き
鯖
ち
ら
し
ず
し
﹂︒
無ぶ

え

ん塩

の
焼
き
鯖
が
料
理
の
材
料
に

重
宝
な
の
は
再
々
記
し
て
き

た
が
︑
当
地
で
は
す
し
の
具

と
し
て
定
着
し
て
い
る
︒

　

平
城
京
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
木も

っ
か
ん簡
に
﹁
高
浜
か
ら
鯛
す

し
が
献
上
さ
れ
た
﹂と
あ
り
︑

最
古
の
す
し
資
料
と
さ
れ
る
︒

そ
こ
で
町
は
す
し
発
祥
地
説

を
発
信
す
べ
く
︑
郷
土
料
理

の
焼
き
鯖
ち
ら
し
ず
し
を
プ

ッ
シ
ュ
中
な
の
だ
︒

　

と
り
わ
け
人
気
な
の
が

﹁
民
宿
旅
館
や
ま
ぐ
ち
﹂
の

大
女
将
・
山
口
悦
子
さ
ん
の

　
﹁
昔
か
ら
冠
婚
葬
祭
に
焼

き
鯖
ち
ら
し
が
付
き
も
の
で
︑

母
の
味
を
再
現
し
て
る
だ
け
﹂

と
︑悦
子
さ
ん
は
謙
虚
だ
が
︑

手
が
か
か
っ
て
い
る
︒

　

主
役
の
焼
き
鯖
は
小
浜
で

購
入
︒
身
を
ほ
ぐ
し
て
皮
と

骨
を
取
っ
て
甘
辛
く
煮
︑
小

骨
を
入
念
に
除
い
て
か
ら
そ

ぼ
ろ
に
す
る
︒
他
の
具
は
に

ん
じ
ん
︑
高
野
豆
腐
︑
筍
︑

紅
生
姜
を
彩
り
よ
く
ち
ら

し
︑
鯖
そ
ぼ
ろ
を
載
せ
れ
ば

折お
り
づ
め詰
の
で
き
あ
が
り
︒

　

ほ
ん
の
り
し
た
甘
味
の
奥

に
海
を
回
遊
し
て
き
た
鯖
の

パ
ワ
ー
が
潜
ん
で
い
て
︑
た

く
さ
ん
の
具
と
う
ま
い
米
が

美
味
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
︒
小
浜
か
ら
足
を
の
ば
す

客
が
い
る
の
も
納
得
だ
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

﹁
え
っ
ち
ゃ
ん
の
ち
ら
し
ず

し
﹂︒
Ｊ
Ａ
若
狭
の
直
売
所

を
は
じ
め
︑
各
所
で
折
詰
が

販
売
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
︒

　

自
分
の
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
若
狭

富
士
を
望
む
白
浜
海
水
浴
場

前
の
家
業
の
民
宿
脇
︒
ご
主

人
が
山
か
ら
掘
っ
て
き
た
筍

た
け
の
こ

を
水
煮
に
し
︑
調
理
助
手
を

務
め
る
︒
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
は

息
子
が
栽
培
し
た
も
の
︒

白
ち
く
わ
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
薄

口
醬
油
︑
酒
︑
砂
糖
︑
だ
し

で
甘
め
に
煮
る
︒
米
は
水
を

控
え
︑
昆
布
︑
酒
︑
つ
や
出

し
の
油
少
々
を
加
え
て
炊
く

の
が
そ
っ
と
聞
き
出
し
た
コ
ツ
︒

炊
き
た
て
の
飯
を
盤
台
に
あ

け
︑
す
し
酢
を
か
け
回
し
︑

鯖
そ
ぼ
ろ
と
具
の
全
部
を
さ

さ
っ
と
混
ぜ
︑
器
に
よ
そ
っ
て

か
ら
錦
糸
卵
︑椎
茸
︑青
豆
︑

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜進路変更・転回編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第26条の2第2項）車両は、
進路を変更した場合にその変更した
後の進路と同一の進路を後方から進
行してくる車両等の速度又は方向を
急に変更させることとなるおそれが
あるときは、進路を変更してはならな
い。
❷ ×（法第26条の2第3項）黄色の実
線の車両通行帯がある場所は進路
変更が禁止されており、追越しのた
めにその線をこえることはできない。
❸ ○（法第26条の2第3項）黄色の
実線の車両通行帯がある場所は進

路変更が禁止されているが、緊急自
動車に進路を譲る場合や、道路工事
等によりその車両通行帯が通行でき
ない場合は、その線をこえて進路変
更をすることができる。
❹ ○（標識令・規制標識313）転回
禁止の標識や標示には、後退を禁止
するという規定はない。
❺ ×（施行令第21条）進路変更の合
図は、その行為をしようとする3秒前
だが、転回するときの合図は、その
行為をしようとする地点から30メー
トル手前の地点である。

『大型トラックの追突事故』『大型トラックの追突事故』
▪事故の概要

　令和元年 6月13日13時10 分頃、滋賀県蒲生郡竜王町の名神
高速道路上り線、竜王インターチェンジ付近の道路工事により臨時
交通規制された区間において、自動車部品約 8,000kgを積載した
大型トラックが、進路前方で低速走行していた車列最後尾でほぼ停
止状態にあった乗用車に追突し、さらに当該乗用車を押したまま進
み、進路前方の普通トラックに追突するという、合計3台の車両が
関係する追突事故が発生した（図）。
　この事故により、大型トラックに追突された乗用車の運転者および同乗者2人の合計3人が死亡し、同乗者1人が軽傷を負うとともに、普通トラックの
運転者1人が軽傷を負った。

▪事故の原因

　事故は、大型トラックの運転者が、高速道路を走行中、意識が低下し居
眠り運転となり、進路前方において道路工事により渋滞していた車列の最
後尾でほぼ停止状態にあった乗用車に追突したことで起きたものと考えられ

る。
　同運転者は、運転中眠気を感
じていたにもかかわらず、最寄り
のパーキングエリア（PA）に立ち
寄ることなくその先のPAまで行こ
うと考え、運転を継続したことに
より、事故直前に意識が低下し居
眠り運転となり、前方の乗用車に
気付くのが遅れ、追突したものと
考えられる。また、事故地点付近
の指定最高速度が50km/hに臨
時交通規制されていたにもかかわ
らず、約 85km/hで走行したこと
により被害が拡大したものと考えられる。
　事業者においては、運行指示書を作成しておらず、運転者に対して休憩地点等の必要な指示を行っていなかっ
たことや、運転者が運送先にて乗務を開始または終了することにより対面で点呼を行えない場合の電話等による
点呼について一部未実施となっていたことから、運転者の健康状態等の確認が行われず、安全な運行を確保する
ために必要な指示がなされないなど運行管理が不適切であったこと、また、運転者の過労運転を防止するための
適切な乗務管理となっていなかったこと、さらに、運転者に対する指導教育は計画的に行われていたものの、同
運転者が運転中眠気を感じたにもかかわらず、安全運転を確保するために必要な措置を取っていなかったことか
らも、その指導が周知徹底されておらず、居眠り運転の危険性とその防止措置の徹底が不十分であったことが本
事故の発生した背景にあるものと考えられる。

▪再発防止策

【運転者】
・乗務中に眠気が生じた場合、運転を継続せず直ちに車両を安全な場所に停止させること。

【事業者】
・�改善基準告示に則した乗務管理を行うとともに、疲労回復のため車中以外の休息場所の確保にも配慮すること。
・�運転者に対し、２泊以上となる運行を行わせる場合、運行指示書を必ず作成し、休憩地点、休憩時間を指定
するなど適切な運行指示を行うこと。
・�点呼を運転者任せにせず、点呼において運転者の疲労の程度や健康状態等を確認し、安全運行のための必要
な指示を行うこと。

File08

〔発生日時〕令和元年6月13日13時10分頃 〔道路形状〕左カーブ（曲率半径 2,000m）、平坦
〔天候〕晴れ 〔路面状況〕乾燥

〔運転者の年齢・性別〕33歳（当時）・男性 〔最高速度規制〕50km/h（通常は指定最高速度
80km/hであるが、臨時規制中）

〔死傷者数〕死亡3人、軽傷２人 〔危険認知速度〕約80km/h
（当該車両の運転者の口述による）

〔当該業態車両の運転経験〕7年11か月 〔危険認知距離〕2.2m

当該車両

当該車両

当該車両

図　事故地点見取り図

発生日時：令和元年６月 13 日 13 時 10 分頃
発生場所：滋賀県蒲生郡竜王町 名神高速道路

国交省「事業用自動車事故調査報告書」から
事業用トラックの交通事故要因分析と再発防止策

第７回

　国土交通省は、平成 26年に各分野の専門家から構成される「事業用自動車事故調査
委員会」を設置。事業用自動車の交通事故のうち、社会的影響が大きく、事故原因が自
動車運送事業者の組織的・構造的問題に起因する可能性がある、有効な再発防止策を
必要とする等の重大な事案について、事故要因の調査分析と再発防止策の提言を行って

いる。
　ここでは、5月 28日に公表された事故調査報告書から、事業用トラックが絡んだ交通
事故について、その概要や原因分析結果などを紹介する。なお、同報告書の詳細は国
交省のホームページに掲載されている。
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▼
と
あ
る

休
日
の
午

前
中
に
︑

東
京
の
親

戚
宅
で
集

ま
り
が
あ
り
︑
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら

駆
け
付
け
ま
し
た
︒
本
家
の
叔
父
さ
ん

の
23
回
忌
法
要
の
実
施
に
つ
い
て
︑
親

戚
が
皆
か
な
り
の
高
齢
に
な
っ
た
こ
と

を
考
慮
し
︑
今
後
の
集
ま
り
方
に
つ
い

て
を
議
論
し
ま
し
た
︒
▼
帰
路
は
︑
新

幹
線
に
乗
車
し
よ
う
と
上
野
駅
へ
︒
改

札
を
通
過
し
た
時
に
︑
見
知
ら
ぬ
外
国

人
男
性
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒

声
を
か
け
て
き
た
彼
は
︑
私
に
切
符
を

見
せ
て
﹁
何
番
線
の
新
幹
線
に
乗
れ
ば

い
い
の
か
﹂
と
聞
い
て
き
ま
し
た
︒
見

る
と
︑
特
急
券
は
上
野
駅
↓
高
崎
駅
︑

乗
車
券
は
上
野
駅
↓
沼
田
駅
で
し

た
︒
聞
く
と
︑
彼
は
数
年
前
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
来
日
し
︑
技
能
労
働
者
と
し

て
岡
山
県
で
道
路
舗
装
の
仕
事
に
携

わ
り
︑
明
後
日
か
ら
は
群
馬
県
沼
田
市

で
働
く
と
の
こ
と
で
し
た
︒
新
幹
線
が

入
線
す
る
ま
で
に
︑
ホ
ー
ム
で
私
の
隣

に
並
ん
で
い
た
彼
は
︑
祖
国
の
混
乱
を

思
い
︑
日
本
と
い
う
遠
い
異
国
の
地
で

心
を
傷
め
︑
安
寧
を
願
い
な
が
ら
﹁
家

族
へ
の
送
金
の
た
め
頑
張
っ
て
い
る
﹂

と
語
っ
て
い
ま
し
た
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
︑

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
が
激
減
す
る

中
︑
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
職
を
求
め
て
来

日
し
奮
闘
す
る
若
者
の
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
︒
▼
30
代
後
半
と
お
ぼ
し
き
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
の
彼
は
︑
名
前
を
﹁
テ
イ

ン
タ
ン
﹂
と
い
っ
て
い
ま
し
た
︒
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
は
一
般
的
に
﹁
姓
名
﹂
の

﹁
姓
﹂
を
も
た
ず
︑﹁
名
前
﹂
の
み
で
︑

生
ま
れ
た
曜
日
に
ち
な
ん
で
名
前
を
付

け
る
慣
習
が
あ
る
そ
う
で
︑
そ
の
た
め

同
名
の
人
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
︒
例

え
ば
以
前
︑
第
３
代
国
際
連
合
事
務
総

長
を
務
め
た
ウ
・
タ
ン
ト
氏
の
場
合

は
︑﹁
タ
ン
ト
﹂
は
金
曜
日
生
ま
れ
を

意
味
し
︑
目
上
の
男
性
に
対
す
る
敬
称

﹁
ウ
（
ウ
ー
）﹂
を
付
け
て
﹁
ウ
・
タ

ン
ト
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒
▼
昨
年

５
月
に
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
世
界
遺
産
の

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
を
観
に
︑タ
イ
︑

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
由
で
行
く
と
い
う
計
画

を
立
て
て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
世
界

的
な
コ
ロ
ナ
禍
や
軍
事
政
権
下
の
政
情

不
安
な
ど
で
︑
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
行
け
る

可
能
性
は
︑
残
念
な
が
ら
な
く
な
り
ま

し
た
︒
▼
梅
雨
時
を
代
表
す
る
﹁
紫
陽

花
﹂
の
花
が
︑
今
そ
こ
か
し
こ
に
咲
い

て
い
ま
す
︒
紫
陽
花
の
語
源
に
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
︑﹁
藍
色
が
集
ま
っ
た
も

の
﹂
を
意
味
す
る
﹁
集
真
藍
﹂
が
変
化

し
た
と
い
う
説
が
有
力
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
︒紫
陽
花
の
花
に
は
植
物
色
素﹁
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
﹂
が
含
ま
れ
て
お
り
︑

土
壌
中
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
結
合
し
て

藍
色
や
薄
紅
色
な
ど
多
彩
に
変
化
し

て
︑
観
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
︒
▼
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
代
表
す
る
花
の

一
つ
が
﹁
パ
ダ
ウ
﹂（
イ
ン
ド
紫
檀
）

で
す
が
︑﹁
雨
季
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
﹂

で
あ
り
︑
そ
の
特
徴
は
ま
る
で
梅
雨
時

に
咲
く
紫
陽
花
に
似
通
っ
て
い
ま
す
︒

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
彼
が
︑
荷
物
と
共
に

下
げ
て
い
た
白
色
の
紫
陽
花
が
目
に
留

ま
り
ま
し
た
︒
彼
の
祖
国
が
︑
い
つ
の

日
か
争
い
の
な
い
︑
誰
も
が
思
い
通
り

の
色
を
描
く
こ
と
の
出
来
る
﹁
無
垢
の

白
﹂
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
▼
高
崎
駅
に
向

か
う
新
幹
線
か
ら
途
中
下
車
し
た
私

に
︑
車
中
か
ら
手
を
振
る
彼
の
笑
顔

は
︑
屈
託
な
く
︑
そ
れ
で
い
て
そ
の
裏

に
﹁
強
い
意
思
﹂
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

209 　「東京 2020 大会」開催にあたり、交通需要マネジメント（TDM）が実施され、道路交通については
休日並みの交通環境を目指すこととなっています。
　これを受け、国土交通省では物流事業者向けの相談窓口を設置しました。「物流事業者が TDM に取
り組むにあたり、荷主企業から協力が得られない」などの問題があれば、同窓口に相談してください。

●窓口設置期間：令和 3 年 9 月 5 日㈰まで
●相談方法：
　相談窓口のメールアドレス（hqt-tokyo2020-logistics-tdm@gxb.mlit.go.jp）に、以下の記載事項を
記入したメールを送付する。

（記載事項）
　①相談者氏名・所属事業者名、②相談者連絡先（電話番号・メールアドレス）、③相談内容（荷主
企業関係の相談の場合、荷主企業名を含め、具体の調整状況が分かるような記載をお願いします）

※�同窓口に寄せられた相談については、相談者の同意なく、荷主企業等に問い合わせを行うことはありま
せん。

　

７
月
19
日
㈪
か
ら
９
月
５

日
㈰
に
か
け
て
︑
東
京
圏
の

高
速
道
路
で
は
﹁
大
会
関
係

車
両
の
円
滑
な
輸
送
﹂と﹁
都

　

高
速
道
路
本
線
に
流
入
す

る
交
通
量
を
調
整
す
る
た
め

に
︑
高
速
道
路
の
入
口
を
閉

鎖
す
る
︒

③
本
線
車
線
規
制
（
交
通
状

況
に
応
じ
て
実
施
）

　

高
速
道
路
本
線
を
通
過
す

る
交
通
量
を
調
整
す
る
た
め

に
︑
本
線
の
利
用
で
き
る
車

線
を
制
限
す
る
︒

④
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

部
で
の
方
向
別
規
制
（
同
）

　

流
入
す
る
交
通
量
を
調
整

す
る
た
め
に
︑
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
利

用
を
制
限
す
る
︒

　

交
通
規
制
実
施
対
象
箇
所

は
︑図
の
通
り
で
あ
る
︒な
お
︑

市
活
動
の
安
定
﹂
を
両
立
さ

せ
る
た
め
︑
交
通
対
策
が
実

施
さ
れ
る
（
８
月
10
日
㈫
~

８
月
23
日
㈪
を
除
く
）︒

　

実
施
さ
れ
る
交
通
規
制
は

次
の
通
り
︒

①
本
線
料
金
所
の
通
行
制
限

（
終
日
実
施
。
一
部
の
料
金

所
で
は
交
通
状
況
に
応
じ
て

実
施
）

　

高
速
道
路
本
線
を
通
過
す

る
交
通
量
を
調
整
す
る
た
め

に
︑
本
線
料
金
所
の
開
放
す

る
レ
ー
ン
の
数
を
制
限
す
る
︒

②
入
口
閉
鎖
（
交
通
状
況
に

応
じ
て
実
施
。
一
部
の
入
口
で

は
終
日
実
施
）

交
通
事
故
に
よ
る
渋
滞
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
等
に

は
︑
図
に
示
し
た
場
所
以
外

に
追
加
で
必
要
な
入
口
閉

鎖
︑
車
線
規
制
等
を
実
施
す

る
可
能
性
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
実
施
対
象
箇
所
の

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
東
京
２

０
２
０
組
織
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

確
認
の
こ
と
︒

首
都
高
速
や
外
環
道
な
ど
で

大
規
模
な
交
通
規
制
を
実
施

高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
規
制

「東京 2020 大会」開催時の
交通需要マネジメント（TDM）に係る相談窓口を設置

国交省

図　高速道路におけるTSM実施対象箇所概略図（東京圏） （出典：東京2020組織委員会「TSM（交通システムマネジメント）高速道路入口閉鎖等の交通規制」）

※交通事故による渋滞の発生が懸念される場合等には、図に示した場所以外に追加
で必要な入口閉鎖、車線規制等を実施する可能性があります。

※今後の交通対策検討状況を踏まえ、実施箇所は変更の可能性があります。

一宮IC

至 台場

至 大師至 横浜

至 千葉

至 大井
至 東名

至 大宮
至 小菅

至 中央道

※千葉東JCTは
　サーフィン競技終了日までの対策

至 木更津

至 東京

至 東京

至 

東
金

至 

成
田

※宮野木JCT
（上り方面）は
サーフィン競
技終了日の翌
日より実施す
る対策※千葉西料金所

はサーフィン
競技終了日ま
での対策

※貝塚IC、松ヶ丘
IC、蘇我IC、穴川
ICはサーフィン
競技終了日まで
の対策

※鶴ヶ島IC手前の車線規制に
ついてはオリンピック期間
中のみの対策

※新都心（上）についてはオリ
ンピック期間中のみの対策

※戸田東IC手前の車線規制について
は、オリンピック期間中は関係する競
技の関係者輸送に影響しない範囲で
実施する対策※練馬IC、所沢IC、川越ICについて

はオリンピック期間中のみの対
策

※所沢ICは昼間帯を中心に、レー
ン数を制限するほか、交通状況
に応じて閉鎖する。

※宮野木JCT
（下り方面）
はサーフィ
ン競技終了
日までの対
策

都心部
拡大版

大
会
期
間
中
の
「
高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
規
制
」
の
確
認
を
！

第
４
回

　
﹁
東
京
２
０
２
０
大
会
﹂
開
催
ま
で

あ
と
１
か
月
ほ
ど
と
な
っ
た
︒

　

大
会
開
催
期
間
中
は
多
く
の
選
手
や

大
会
関
係
者
が
車
両
で
都
内
を
移
動
す

る
た
め
︑
交
通
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ

て
い
る
︒
交
通
量
の
増
大
に
対
し
て
︑

事
前
に
何
も
対
策
を
講
じ
て
い
な
け
れ

ば
︑
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
深
刻
な

混
雑
が
発
生
し
︑
首
都
東
京
の
経
済
活

動
を
支
え
て
い
る
物
流
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
︒

　

本
特
集
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
物
流
業
界

に
お
け
る
﹁
東
京
２
０
２
０
大
会
の
成

功
﹂
と
﹁
首
都
圏
の
経
済
活
動
の
維
持
﹂

の
両
立
を
目
指
す
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
︑
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

て
い
く
︒

運行直前に最新の交通情報の確認を！
　（公財）日本道路交通情報センター（JARTIC）が提供
している「道路交通情報 Now!!」（二次元コード）では、運
行当日の交通規制情報を確認すること
ができます。
　運行当日の道路状況により、交通
規制実施箇所が変更になることもあり
ます。運行直前に最新の交通情報を
確認し、円滑な物流を確保しましょう。

「道路交通情報Now!!」

「東京2020組織委員会」HP

「大会の成功」と「経済活動の維持」の両立を目指して「大会の成功」と「経済活動の維持」の両立を目指して
「東京２０２０大会」開催間近！「東京２０２０大会」開催間近！


